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市の組織が変わります

★

　「わぁー」「あややん、すごーい」。バルー
ンアートショーで子どもたちの憧れと驚
きの声が聞こえる。
　ピエロ風のメイクに、黄色と赤色を基
調にした衣装を身にまとい、細長い風船
をねじって手品のように次々と形にして
いく。彼女は風船で動物やキャラクター
などを作るバルーンアーティストだ。「あ
ややんはみんなと遊びたくてしょうがな
い、ちょっぴりドジな女の子なんです」
と笑顔で話す。
　「あややん」こと小川亜矢子さんは妻で
あり、５人の子どもの母親でもある。地
元福岡で看護師として働き、結婚後は夫
の仕事の都合で沖縄や大阪などを転々と
した。その間３人の男の子を出産。４年
前に地元福岡に戻り、四男を出産した。
　ある病院に勤め始めたとき、同僚から

「福岡風船の会」に誘われ、バルーンアー
トに出会う。「以前、子どもを連れて行っ
たイベントで、バルーンが欲しかったけ
れどもらえなくて。いつか自分でやりた
いと思っていたんです」とあややんさん。
毎月行われる会の集まりに熱心に参加し
た。
　単純に作品を作ることを楽しんでいた
あややんさんは、ある日、バルーン仲間

の手伝いで入院している子どもたちを訪
問した。ショーが始まると、子どもたち
の目は見る見ると輝き出し、笑顔になっ
ていく姿を目の当たりにする。「こんなに
笑顔にできるってすごい」と衝撃を受け
た。これを境に、これまで以上に技術を
磨き、地域の祭りでショーを行うなどバ
ルーンアーティストとして活動を始めた。
　そんな中、がんという病気があややん
さんを襲う。平成 22 年、5 人目の子ども
となる長女を出産した直後に発覚。治癒
と再発を繰り返した。そんなとき支えて
くれたのは家族と大好きなバルーンアー
トだった。隔離病棟での辛い放射線治療
もバルーンでドレスを作るなどして気を
紛らわせたという。
　新居が見つかったことをきっかけに２
年前、夫の故郷・八代市に転居してきた。
昨年９月に再発の治療を受け続けながら、
バルーンアートの活動を再開。エフエム
やつしろの公開放送を市内初舞台に、市
内外で活動の幅を広げている。
　５人の子育てをしながらの活動は一人
では成り立たない。「家族の協力や支えが
あってこその活動。いつも『ありがとう』
という思いでいっぱいです」と語る。
　全国各地で大道芸人が集まるイベント
が行われ、地域活性化につながっている
という。「将来的には、私もそんな風に地
域が盛り上がるお手伝いをして恩返しを
したい」と夢を語る。「知らないうちに笑っ
てた。楽しかった」とみんな笑顔になっ
てくれれば、それが一番うれしいと語る
あややんさん。
　家事の合間、時間を見つけては次の舞
台の練習に励んでいる。▲とまとフェスタ（２月１日）でも大人気だった

　あややんさんのバルーンアートショー
　

バルーンで
みんなを笑顔に

あややん 　　　　　  さん
 （中片町）

バルーンアーティスト

麦島勝さん くまもと県民文化賞を受賞
第３回 やつしろＴＯＭＡＴＯフェスタ
八代城跡群国史跡指定記念シンポジウム
八代で初キャンプ ザスパクサツ群馬
彦一を食べてあるくべし
八代市校区対抗駅伝競走
１００歳 おめでとうございます

「くまモン」ラッピング列車2号
親子能楽体験教室
世界の料理教室
　　　　　 　　 　　　　　 　他６件

（小川亜矢子）

広報やつしろは、市ホームページ
でもご覧いただけます。

トップページ → 総合案内 → 広報やつしろ
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4
月
か
ら

図
書
館

新
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
4
月
か
ら
市
立
図
書
館
の
運
営
は
、

指
定
管
理
者
の
Ｔ
Ｒ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
企
業

共
同
体
が
実
施
し
ま
す
。

　
優
れ
た
民
間
力
を
活
か
し
た
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
立
図
書
館
本
館
　
☎
32
３
３
８
５

せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館
☎
46
１
９
０
１

か
が
み
図
書
館
　
　
☎
52
５
５
６
７

開
館
時
間
の
延
長

開
館
日
が
増
え
ま
す

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
開
始

本
館

電
子
図
書
の
導
入

学
校
図
書
館
を
支
援

ハ
イ
レ
ゾ
空
間

フ
レ
ッ
シ
ュ
＆
リ
ラ
ッ
ク
ス

ブ
ッ
ク
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置

飲
水
の
持
ち
込
み

　

平
日
と
土
日
祝
日
そ
れ
ぞ
れ
2

時
間
延
長
し
ま
す
。
仕
事
な
ど
で

来
館
で
き
な
か
っ
た
人
も
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

平
日
（ 

月
～
金 

）

9
：
30 

～ 

20
：
00

土
日
・
祝
日

9
：
30 

～ 

19
：
00

　

年
末
年
始
の
休
館
日
を
6
日
間

か
ら
2
日
間
に
短
縮
し
、
冬
休
み

や
年
末
年
始
に
も
図
書
館
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
図

書
館
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
し
、
図
書
資
料
の
検
索
・
予
約

や
調
査
研
究
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

※
利
用
の
際
は
申
請
が
必
要

○ 29 日
12
月

○ 30 日

× 31 日

× 1 日
1
月

○ 2 日

○ 3 日

　

電
子
図
書
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
す
。
図
書
館
に
な
か
な

か
行
け
な
い
人
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
貸
出
・
返
却
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

※
利
用
の
際
は
申
請
が
必
要

　

希
望
す
る
学
校
に
支
援
員
を
派

遣
し
、
お
は
な
し
会
や
ブ
ッ
ク

ト
ー
ク
、
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
を
行
い

ま
す
。

　

1
階
学
習
コ
ー
ナ
ー
に
空
間
音

響
デ
ザ
イ
ン
「
ク
ー
ネ
」
を
設
置
し

ま
す
。
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
波
の
音
、

鳥
の
さ
え
ず
り
声
を
流
し
、
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
集
中
の
効
果
を

図
り
ま
す
。

　

新
聞
・
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
に
香
り

空
間
演
出
用
機
器
「
エ
ア
ア
ロ
マ
」

を
設
置
し
ま
す
。

　

香
り
が
持
つ
力
に
よ
っ
て
ス
ト
レ

ス
軽
減
や
集
中
力
ア
ッ
プ
の
効
果
を

図
り
ま
す
。

　

強
力
な
紫
外
線
で
図
書
を
防
臭
・

殺
菌
・
消
毒
し
、
清
潔
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

※
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス

　

図
書
館
で
は
、
一
部
の
コ
ー
ナ
ー

を
除
き
、
館
内
に
飲
料
水
を
持
ち

込
み
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
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№ 事 務 事 業 名 対応方針（最終評価） 担 当 課
１ 市有財産管理事業 要改善 財政課
２ 東陽地域福祉保健センター管理運営事業 要改善 東陽支所市民福祉課
３ 五家荘観光振興事業 要改善 観光振興課
４ 市内城跡保存管理事業 現行どおり 文化まちづくり課
５ 特定健診事業 要改善 はつらつ健康課
６ 東陽地区維持管理事業 現行どおり 水道局
７ 総合体育館管理運営事業 民間委託拡大・市民協働化 いきいきスポーツ課
８ 人権教育事業 要改善 生涯学習課
９ 定住センター及び農産物加工施設運営管理事業 民間委託拡大・市民協働化 東陽農林水産事務所
10 千丁地域福祉保健センター管理運営事業 要改善 千丁支所市民福祉課
11 スポーツ・コミュニティ広場管理運営事業 民間委託拡大・市民協働化 いきいきスポーツ課
12 生涯学習講座関連事業 民間委託拡大・市民協働化 生涯学習課
13 地域情報化懇話会運営事業 要改善 情報政策課
14 災害時用備蓄資材整備事業 規模拡充 防災安全課
15 農村公園管理事業 民間委託拡大・市民協働化 千丁農林水産事務所
16 民生児童委員関係事業 現行どおり 健康福祉政策課
17 つどいの広場事業 要改善 こども未来課
18 老朽危険空き家等除却促進事業 現行どおり 建築指導課

※対象事務事業の詳しい内容は、市ホームページや市役所 1階の情報プラザで閲覧できます。

市の対応方針（最終評価）決定
　より効率的で効果的な行政運営を行うことを目的に取り組んでいる、市の行政活動を評価する「行政評価制
度」。その評価の客観性と信頼性の確保のために行った「外部評価」の結果に対する行財政改革推進本部の「対
応方針（最終評価）」が決定しました。

◆外部評価の対象事務事業と対応方針（最終評価）

外
部
評
価
と
は

　

市
で
「
内
部
評
価
」（
事
業
を
担
当
す
る
部

署
で
評
価
）
し
た
事
務
事
業
の
「
妥
当
性
・
有

効
性
・
効
率
性
」
の
評
価
内
容
に
つ
い
て
、
外

部
評
価
委
員
が
第
三
者
の
視
点
で
検
証
し
意
見

を
述
べ
る
手
法
で
す
。

内
部
評
価
（
約
８
０
０
事
務
事
業
）

・
実
施
時
期
：
７
月
４
日
～
８
月
29
日
（
担
当
部
署
で
評
価
）

※
一
般
事
務
経
費
と
給
与
経
費
を
除
い
た
全
事
務
事
業

事
務
事
業
の
見
直
し
・
次
年
度
以
降
の
予
算
反
映
な
ど

➡

外
部
評
価
（
18
事
務
事
業
）

・
実
施
時
期
：
10
月
22
日
・
11
月
９
日
・
22
日
（
３
日
間
）

※
９
人
の
委
員
（
識
見
７
人
・
公
募
２
人
）
２
班
で
実
施

最
終
評
価

・
実
施
時
期
：
12
月
16
日

※
行
財
政
改
革
推
進
本
部
で
審
議
し
、
市
の
最
終
評
価
と

し
て
決
定

➡ ➡ ➡

行
政
評
価
制
度
の
流
れ

問合せ　行政改革課　☎３２－４７１１

▲ 11月開催の外部評価委員会の様子
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問合せ
行政改革課
☎ 32-4711

4 月以降は企画政策課へ
問合せください。

４
月
１
日
か
ら

市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

　
市
で
は
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く
、
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
を
目

指
す
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
組

織
や
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
で
き
る
組
織
を
確
立
す
る
た
め
、
行

政
組
織
を
再
編
し
、
４
月
１
日
か
ら
新
し
い
体
制
に
な
り
ま
す
。

組
織
再
編
の
主
な
狙
い

①
総
務
部
の
再
編

①
政
策
担
当
部
署
を
各
部
に
設
置

②
地
域
振
興
の
推
進
を
目
的
に
支
所
組
織
を
再

　
編

①
商
工
観
光
部
門
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門
を

　
集
約
し
、
経
済
文
化
交
流
部
を
設
置

①
市
民
協
働
部
と
環
境
部
を
再
編
し
、
市
民
環

　
境
部
を
設
置

②
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進
係
を
同
課
内
に
設
置

②
市
民
課
を
市
民
環
境
部
に
再
編

③
支
所
保
険
福
祉
部
門
を
健
康
福
祉
部
政
策
担

　
当
部
署
に
直
轄
化

④
農
林
水
産
事
務
所
、
建
設
事
務
所
を
各
部
政

　
策
担
当
部
署
に
直
轄
化

①
財
務
部
の
設
置

土
地
、建
物
、工
作
物
な
ど
の
財
産
を
経
営
資
源
と
捉
え
、

総
合
的
か
つ
長
期
的
な
観
点
に
よ
り
コ
ス
ト
と
便
益
の

最
適
化
を
図
り
な
が
ら
、
財
産
を
戦
略
的
か
つ
適
正
に

保
有
・
処
分
・
維
持
・
利
活
用
を
行
う
手
法

※

②
全
庁
的
ま
た
は
部
局
横
断
的
な
危
機
発
生
時

　
に
対
処
す
る
「
危
機
管
理
課
」
の
設
置

②
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
を
踏

◆ 

市
長
に
よ
る
指
揮
命
令
の
明
確
化
と

    

迅
速
化

◆ 
政
策
・
施
策
の
着
実
な
推
進
と

     
組
織
の
横
断
連
携
の
強
化

◆ 

市
長
八
策
の
実
現
に
向
け
た
農
商
工
部

     

門
の
強
化
と
業
務
の
効
率
化

◆ 

市
民
生
活
に
直
結
す
る
部
門
の
一
元
化

◆ 

普
通
交
付
税
の
段
階
的
削
減
を
見
据
え

    

た
財
務
部
門
の
強
化

本 庁 舎 別 館

２階
環境課　環境センター建設課
下水道建設課　監査委員事務局

１階 下水道総務課　水道局

保健センター
八代市保健センター 健康推進課

鏡保健センター 健康推進課（第二保健予防係）

各課の配置

本  庁  舎
５階 企画政策課　情報政策課　スポーツ振興課

４階
契約検査課　建設政策課　土木課
建築住宅課　建築指導課　都市整備課
用地課

３階

危機管理課　市民活動政策課　商工政策課
観光振興課　国際港湾振興課　文化振興課
農林水産政策課　農業振興課
フードバレー推進課　農地整備課
水産林務課　農業委員会事務局

２階
秘書課　広報広聴課　人事課
文書統計課　財政課　議会事務局

１階

市民税課　資産税課　納税課
市民課　健康福祉政策課
障がい者支援課　長寿支援課
こども未来課　国保ねんきん課
会計課　市民相談室

地階 生活援護課

坂本支所庁舎

１

階

坂本支所 地域振興課
水道局（簡易水道係）
坂本健康福祉地域事務所
坂本農林水産地域事務所
坂本建設地域事務所

鏡支所庁舎

２
階

鏡支所 地域振興課　
鏡農林水産地域事務所
鏡建設地域事務所

１
階

鏡支所 市民環境課
地籍調査課
鏡健康福祉地域事務所

東陽支所庁舎

１
階

東陽支所 地域振興課
地籍調査課（東陽・泉担当）
東陽健康福祉地域事務所
東陽農林水産地域事務所
東陽建設地域事務所

泉支所庁舎
２
階 泉農林水産地域事務所

１
階

泉支所 地域振興課
泉健康福祉地域事務所
泉建設地域事務所

※業務内容などでご不明な点は、担当課など
　にお問い合わせください。

※電話番号やメールアドレスは、市のホーム
　ページで確認ください。

は本庁所管課の地域事務所

市総合体育館

本庁舎千丁支所庁舎

千丁支所庁舎

千丁支所庁舎

 本 庁 舎

 本 庁 舎

【教育委員会】　
教育政策課、学校教育課、教育施設課

監査委員事務局

スポーツ振興課 （現いきいきスポーツ課）

地 籍 調 査 課

庁舎を移転する部署があります

千丁支所庁舎
３
階

人権政策課　
生涯学習課

２
階

教育政策課
学校教育課
教育サポートセンター
選挙管理委員会事務局

１
階

千丁支所 地域振興課
教育施設課
千丁健康福祉地域事務所
千丁農林水産地域事務所
千丁建設地域事務所

※

　
ま
え
た
公
有
財
産
運
用
推
進
係
の
設
置

 鏡支所庁舎
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4 月 1日からの市の組織

新課名 主な業務内容 旧所属部など
秘 書 課 市長・副市長の秘書、後援などの名義使用、国際交流、叙勲・褒章 企画振興部

危機管理課 危機管理、国民保護、防災・消防、消防団 市民協働部 防災安全課

広報広聴課 市報の発行、ホームページ、広聴、市ケーブルテレビ 企画振興部

人 事 課 職員育成、人事、給与、福利厚生、労働安全衛生管理 ※

文書統計課 情報公開、個人情報保護、統計調査、固定資産評価審査委員会 ※

	 	

総  務  部

財  務  部

企画振興部

市民環境部

新課名 主な業務内容 旧所属部など

企画政策課 総合計画、過疎計画、地域審議会、地域公共交通、コミュニティ助成
行財政改革、指定管理者制度、行政評価

企画政策課
行政改革課

情報政策課 地域情報化、ネットワーク設備の管理、電算システム ※

各支所 地域振興課 
   （鏡支所を除く）

支所庁舎管理、市政協力員、消防団、交通安全・防犯、地域振興
住民自治協議会支援、観光振興、観光行事、防災・消防、簡易水道（一部の支所）
ケーブルテレビ（一部の支所）

各支所  総務振興課

戸籍、住民票の発行、転入・転出、印鑑登録・証明、市県民税の申告・調査
市税の証明、市税（国保税含む）の収納・納税相談、環境保全、狂犬病予防 各支所  市民福祉課

鏡支所 地域振興課 支所庁舎管理、市政協力員、消防団、交通安全・防犯、地域振興
住民自治協議会支援、観光振興、観光行事、防災・消防 鏡支所  総務振興課

鏡支所 市民環境課 戸籍、住民票の発行、転入・転出、印鑑登録・証明、市県民税の申告・調査
市税の証明、市税（国保税含む）の収納・納税相談、環境保全、狂犬病予防 ※

	 	

新課名 主な業務内容 旧所属部など
財 政 課 財政計画、予算編成、基金、庁舎管理、市有資産活用計画、新庁舎の建設 総務部

契約検査課 工事・業務委託・物品などの入札・契約、工事の検査 総務部

市 民 税 課 市県民税、法人市民税、軽自動車税、たばこ税、入湯税、税証明 総務部

資 産 税 課 土地・家屋・償却資産の固定資産税の調査・賦課 総務部

納 税 課 市税（国保税含む）の収納・納税相談・市税の口座振替の推奨、納税啓発 総務部
	 	 	

新課名 主な業務内容 旧所属部など

　市民活動政策課 市政協力員、市民相談、市民活動支援、住民自治協議会支援、出張所の総括
交通安全・防犯、消費生活センター

市民協働部 市民活動支援課
市民協働部 防災安全課

市 民 課 戸籍、住民票の発行、転入・転出、印鑑登録・証明 総務部

人権政策課 人権政策調整、人権啓発、男女共同参画、青少年健全育成
人権啓発センター 市民協働部

環 境 課 環境保全、公害対策、狂犬病予防、墓園、し尿 環境部

廃棄物対策課 廃棄物処理政策、ごみの収集・処理・減量化 環境部 ごみ対策課

環境センター建設課 環境センターの整備 環境部
	 	

４月１日からの組織は次のとおりです。
   ※     ･･･ 変更なし
 ★ 印  ･･･ 各部の政策担当部署として、政策の調整・進行管理を担当
赤文字 ･･･ 業務内容・名称変更した課

市立病院、会計課、水道局、議会事務
局、選挙管理委員会事務局、監査委員
事務局、農業委員会事務局

次の部局は変更ありません

★

★

★ 

★



  7 Yatsushiro 2015. 3

4 月 1日からの市の組織

建  設  部

教  育  部

健康福祉部

農林水産部

経済文化交流部

新課名 主な業務内容 旧所属部など
健康福祉政策課 社会福祉法人の指導監査、在宅医療介護連携、各健康福祉地域事務所の総括 ※
障がい者支援課 障がい福祉サービス、障がい者手帳、障がい者虐待防止センター ※
長 寿 支 援 課 高齢者福祉、介護保険、地域包括支援センター ※
こども未来課 保育園、こども医療費助成、児童手当、ひとり親家庭等支援、児童虐待防止 ※
生 活 援 護 課 生活保護、ホームレス、行旅病人、生活困窮者自立相談支援 ※
国保ねんきん課 国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金 ※
健 康 推 進 課 乳幼児健診、予防接種、特定健診、がん検診、健康教室、健康相談 はつらつ健康課

新課名 主な業務内容 旧所属部など

   農林水産政策課 農業振興地域整備計画、営農支援、各農林水産地域事務所の総括
農事研修センター 農業政策課

農 業 振 興 課 園芸・果樹・特産物などの振興、米の生産調整、病害虫防除 農業生産流通課
フードバレー推進課 フードバレーの推進、農林水産物の高付加価値化・流通 ※
農 地 整 備 課 農業基盤整備、湛水防除、農道と農業水利施設の維持管理 ※
水 産 林 務 課 漁業振興、漁場環境保全、林業振興、有害鳥獣 ※
地 籍 調 査 課 地籍調査、市町村境界 ※

新課名 主な業務内容 旧所属部など
建 設 政 策 課 都市計画の調査・決定、開発行為、建設技術管理、各建設地域事務所の総括 都市政策課

土 木 課 道路・橋梁維持修繕、河川・道路・港湾管理 
市道・橋梁整備、河川・排水路・港湾整備

土木管理課
土木建設課

建 築 住 宅 課 市有建築物の設計・施工・監督、市営住宅の整備・管理 ※
建 築 指 導 課 建築確認・検査、建築物の許認可・指導・相談・違反取締り ※

都 市 整 備 課 都市計画道路の計画・実施、公園・緑地の整備・維持管理 
土地区画整理事業の計画・実施

街路公園課
区画整理課

下水道総務課 下水道事業の経営、使用料、受益者負担金、排水設備、農業集落排水、浄化槽

下水道建設課 下水道事業の計画・実施、下水道施設の維持管理

用 地 課 用地取得、不動産登記、宅地分譲 ※

新課名 主な業務内容 旧所属部など
商 工 政 策 課 商業の振興、工業の振興、雇用促進、企業誘致 商工観光部 商工振興課
観 光 振 興 課 観光・物産の振興、観光行事、誘客宣伝、観光施設の維持管理 商工観光部
国際港湾振興課 八代港の整備促進・振興、貿易振興 商工観光部
文 化 振 興 課 文化芸術の振興・普及、文化財保護、厚生会館、千丁・鏡文化センター 市民協働部 文化まちづくり課
スポーツ振興課 スポーツの振興・普及、体育施設の維持管理、各種スポーツ行事 市民協働部 いきいきスポーツ課

新課名 主な業務内容 旧所属部など
教 育 政 策 課 教育委員会事務、学校・幼稚園予算、学校給食施設の管理運営 教育総務課
学 校 教 育 課 学校・幼稚園の運営、児童生徒の就学・転校 ※
教 育 施 設 課 教育施設の営繕・工事の設計・施工・監督 ※
生 涯 学 習 課 社会教育団体、社会教育学級、公民館事業の企画・運営、図書館の管理運営 ※

教育サポートセンター 教育関係の調査研究、図書・資料の提供、教職員の研修、教育相談 ※
博 物 館 博物館資料の収集・保管・展示・調査研究、展覧会・講演会 ※

★ 

★

★ 

★

★

鏡建設事務所と千丁建設事務
所の下水道部門は本庁へ集約
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下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

　

下
水
道
は
、
快
適
な
生
活
環
境
や

豊
か
な
水
資
源
を
守
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
が
、
汚
水
処
理
に

必
要
な
水
処
理
セ
ン
タ
ー
や
ポ
ン
プ

場
な
ど
の
維
持
管
理
費
や
施
設
建
設

費
の
借
金
返
済
（
資
本
費
）
に
多
額

の
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
そ
れ
ら
の
経
費
の
約
56
％

を
下
水
道
使
用
料
で
賄
っ
て
い
ま
す

が
、
資
金
の
不
足
分
の
一
部
は
市
民

の
税
金
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
厳
し
い
財
政
状
況
や
下
水
道

を
利
用
で
き
な
い
人
た
ち
と
の
負
担

の
公
平
性
か
ら
、
多
額
の
税
金
を
投

入
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
ま
た
、

施
設
の
増
加
と
老
朽
化
に
よ
り
維
持

管
理
費
も
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、

現
行
料
金
を
平
均
6
・
３
３
％
改
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
施
設
の
効
率
的
な
運
営

と
経
費
の
削
減
に
努
め
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
ぜ
改
定
す
る
の

料金区分 汚水量 旧料金 新料金

一般家庭用
と事業用

基本料金  8㎥まで 1,080円 1,120円

超過料金 
（1㎥につき）

 8㎥を超え 20㎥まで
165円

175円
 20㎥を超え 30㎥まで 180円
 30㎥を超え 50㎥まで

176円

190円
 50㎥を超え 100㎥まで 195円
 100㎥を超えるもの 205円

公衆浴場用 １㎥につき 27円 29円
※使用料は上表から算出した額に消費税8％を加えた額（10円未満切り捨て）

※不足分は税金で補填
　（改善が必要）

支出　64.5 億円

収入　64.5 億円

料金算定表

平
成
27
年
５
月
分（
４
月
使
用
分
）か
ら
下
水
道
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す
。

改
定
理
由
や
内
容
、
料
金
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
合
せ　
　

下
水
道
総
務
課
☎
33
４
１
４
７

維持管理費
23.8 億円

うち使用料改定による増収分
2.5 億円

借入金
13.1 億円

不足分
8.7 億円

資本費（下水道施設の借入金の返済）
40.7 億円

下水道使用料
42.7 億円

水処理センター（新港町）



 9 Yatsushiro 2015.3

　

今
回
の
料
金
改
定
率
は
平
均

６
・
３
３
%
で
、
超
過
料
金
の

区
分
を
2
段
階
か
ら
5
段
階
に

変
更
し
ま
し
た
。一
般
家
庭（
概

ね
20
㎥
）の
改
定
率
を
低
く
抑

え
る
一
方
、
使
用
水
量
が
多
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
改
定
率
が
大

き
く
な
る
改
定
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

改
定
前
の
料
金
体
系
を
県
内

の
他
市
と
比
較
し
た
場
合
、
※

累
進
度
が
低
い
た
め
、
使
用
水

量
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
相

対
的
に
下
水
道
使
用
料
が
低
く

な
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
前
回
の
公
共
下
水
道
事
業

審
議
会
の
付
帯
意
見
な
ど
を
考

慮
し
、
改
定
を
行
い
ま
す
。

※
累
進
度
…
価
格
や
数
量
が
増
加
す

る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
比
率

が
次
第
に
増
す
こ
と
。

改
定
ポ
イ
ン
ト

※上記は下水道使用料の高い方からの順位（平成26年４月現在）

※上水道の場合や量水器を設置した場合は検針水量を用います

井戸水使用世帯の認定水量

新料金早見表（税込）

<参考>八代市下水道使用料の県内14市における順位

区分 認定水量（1 人当り） 旧料金（税込） 新料金（税込）

1 人世帯 10㎥→ 9㎥（9㎥） 1,520円 1,390円

2 人世帯 18㎥→ 16㎥（8㎥） 2,940円 2,720円

3 人世帯 21㎥（7㎥） 3,480円 3,670円

4 人世帯 24㎥（6㎥） 4,010円 4,250円

　＊４人を超える場合は、「人数×６㎥」を認定水量とします。

水量（㎥） 料金（円） 水量（㎥） 料金（円） 水量（㎥） 料金（円） 水量（㎥） 料金（円）

0 ～ 8 1,200 20 3,470 32 5,830 44 8,290

9 1,390 21 3,670 33 6,030 45 8,490

10 1,580 22 3,860 34 6,240 46 8,700

11 1,770 23 4,060 35 6,440 47 8,910

12 1,960 24 4,250 36 6,650 48 9,110

13 2,150 25 4,440 37 6,850 49 9,320

14 2,340 26 4,640 38 7,060 50 9,520

15 2,530 27 4,830 39 7,260 60 11,630

16 2,720 28 5,030 40 7,470 70 13,730

17 2,910 29 5,220 41 7,670 80 15,840

18 3,090 30 5,420 42 7,880 90 17,940

19 3,280 31 5,620 43 8,080 100 20,050

20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 500㎥ 1,000㎥ 5,000㎥

改定前 6 位 6 位 8 位 8 位 8 位 9 位 10 位 10 位

改定後 6 位 5 位 5 位 4 位 8 位 7 位 7 位 8 位
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く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課
☎
33
６
８
４
７

　
　
八
代
市
非
常
勤
職
員
任
用
試
験

　
障
害
支
援
区
分
認
定
調
査
員

職
種
・
任
用
予
定
数
　
障
害
支
援
区
分
認
定
調
査
員

（
訪
問
調
査
・
資
料
作
成
な
ど
）　

１
人

任
用
期
間　

４
月
１
日
～
28
年
３
月
31
日

※
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り
更
新
あ
り

受
験
資
格　
昭
和
26
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　

①
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
看
護
師
、
保
育
士
、
教

員
免
許
状
の
い
ず
れ
か
の
有
資
格
者
（
実
務
経
験

２
年
以
上
の
人
）

　

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
の
所
持
者

　

③
パ
ソ
コ
ン
で
文
書
作
成
や
表
計
算
が
で
き
る
人

試
験
日
　
３
月
17
日
㈫　

午
後

試
験
会
場　

市
役
所
本
庁

選
考
方
法　

作
文
を
参
考
に
面
接
に
よ
る
選
考

申
込
み　

３
月
２
日
㈪
～
10
日
㈫
に
、
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
履
歴
書
、
資
格
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
、
作
文
（
試
験
案
内
に
記
載
。

８
０
０
字
程
度
）
を
添
え
て
、
市
障
が
い
者
支
援

課
（
本
庁
１
階
）
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験

案
内
・
申
込
書
は
、
障
が
い
者
支
援
課
、
各
支
所

の
障
が
い
福
祉
担
当
窓
口
で
配
布
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
☎
35
０
２
９
４

　
　
八
代
市
非
常
勤
職
員
任
用
試
験

　
介
護
認
定
調
査
員

職
種
・
任
用
予
定
数
　
介
護
認
定
調
査
員
（
要
介
護

認
定
の
た
め
の
訪
問
調
査
）　

８
人

任
用
期
間　

４
月
１
日
～
28
年
３
月
31
日

※
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り
更
新
あ
り

　
　
八
代
市
非
常
勤
職
員
任
用
試
験

　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

職
種
・
任
用
予
定
数
　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員　

１
人

業
務
内
容

　

①
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
体
制
構

築

　

②
認
知
症
に
関
す
る
研
修
会
の
企
画
・
実
施

　

③
地
域
で
認
知
症
の
人
を
支
援
す
る
関
係
者
の
連

携
促
進

　

④
そ
の
他
認
知
症
施
策
推
進

任
用
期
間　

４
月
１
日
～
28
年
３
月
31
日

　
　
八
代
市
非
常
勤
職
員
任
用
試
験

　
公
共
建
築
物
な
ど
の
定
期
点
検
員

職
種
・
任
用
予
定
数
　
公
共
建
築
物
定
期
点
検
員
・

公
共
建
築
設
備
定
期
点
検
員　

計
２
人

任
用
期
間　

４
月
１
日
～
28
年
３
月
31
日

※
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り
更
新
あ
り

受
験
資
格

　

①
健
康
で
任
用
期
間
内
を
継
続
し
て
勤
務
で
き
る
人

　

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
の
所
持
者

　

③
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
、
建
築
基
準
適
合
判

　
職
員
任
用

　
　
登
録
者
募
集

　
市
立
保
育
所
臨
時
保
育
士

　
市
立
保
育
所
で
は
、
入
園
児
童
の
増
加
な
ど
に
よ

り
保
育
士
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
臨
時
保
育
士
を

登
録
者
の
中
か
ら
採
用
し
て
い
ま
す
。
公
立
保
育
所

で
の
就
労
を
希
望
す
る
人
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

必
要
書
類　

履
歴
書
、
保
育
士
証
の
写
し

受
付
期
間　

随
時
受
付
、
こ
ど
も
未
来
課
へ

問
合
せ　

こ
ど
も
未
来
課
☎
33
８
７
２
１

　
　
登
録
者
募
集

　
市
立
幼
稚
園
臨
時
職
員
（
代
替
教
諭
）

　
市
立
幼
稚
園
で
は
、
平
成
27
年
度
の
産
休
・
育
休

な
ど
に
よ
る
代
替
教
諭
を
募
集
し
ま
す
。
市
教
育
委

員
会
の
幼
稚
園
代
替
教
諭
名
簿
に
登
録
し
、
代
替
教

諭
が
必
要
な
際
に
面
接
を
行
い
採
用
し
ま
す
。

必
要
書
類　

履
歴
書
、
免
許
状
な
ど
の
写
し

受
付
け　

３
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
（
本
庁
北
側
別
館
２
階
）
に
持
参
し
て↖

受
験
資
格　
昭
和
26
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　

①
介
護
支
援
専
門
員
の
有
資
格
者
か
、
保
健
師
、
社

会
福
祉
士
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士

な
ど
の
い
ず
れ
か
の
有
資
格
者
（
実
務
経
験
５
年

以
上
の
人
）

　

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
の
所
持
者

　

③
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力
が
で
き
る
人

試
験
日
　
３
月
14
日
㈯

選
考
方
法　

作
文
を
参
考
に
面
接
に
よ
る
選
考

勤
務
場
所　

本
庁
、
鏡
支
所
、
坂
本
支
所

勤
務
形
態　

原
則
、
月
～
金
曜　

午
前
９
時
～
午
後

３
時
45
分

賃
　
金　

月
額
15
万
１
１
０
０
円

申
込
み　

３
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
、

作
文
（
試
験
案
内
に
記
載
。
８
０
０
字
程
度
）
を

添
え
て
、
市
長
寿
支
援
課
（
本
庁
１
階
）
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
試
験
案
内
・
申
込
書
は
、
長
寿

支
援
課
、
各
支
所
市
民
福
祉
課
（
鏡
支
所
は
健
康

福
祉
課
）
で
配
布
。

問
合
せ　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
８

受
験
資
格　
昭
和
26
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　

①
認
知
症
の
医
療
や
介
護
に
お
け
る
専
門
的
知
識
・

経
験
を
有
す
る
医
師
、
保
健
師
、
看
護
師
、
作
業

療
法
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、
介

護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
認
知
症
ケ
ア
専

門
士
の
有
資
格
者

　

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
の
所
持
者

　

③
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力
が
で
き
る
人

　

④
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
研
修
を
受
講
で
き
る
人

　
（
３
日
間
程
度
の
外
部
研
修
）

試
験
日
　
３
月
18
日
㈬

選
考
方
法　

面
接
に
よ
る
選
考

勤
務
場
所　

本
庁

勤
務
形
態　

原
則
、
月
～
金
曜　

午
前
９
時
～
午
後

３
時
45
分

賃
　
金　

月
額
15
万
１
１
０
０
円

申
込
み　

３
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を

添
え
て
、
市
長
寿
支
援
課
（
本
庁
１
階
）
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
長
寿
支
援
課
、
各

支
所
市
民
福
祉
課
（
鏡
支
所
は
健
康
福
祉
課
）
で

配
布
。

問
合
せ　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

定
資
格
者
、
特
殊
建
築
物
等
調
査
資
格
者
、
国
な

ど
の
建
築
物
の
維
持
保
全
に
関
し
て
２
年
以
上
の

実
務
経
験
を
有
す
る
人
、
建
築
設
備
検
査
資
格
者
、

国
な
ど
の
建
築
物
の
昇
降
機
以
外
の
建
築
設
備
の

維
持
保
全
に
関
し
て
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有

す
る
人

　

④
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
操
作
が
で
き
る
人

試
験
日
　
面
接
試
験　

３
月
15
日
㈰

申
込
み　

３
月
２
日
㈪
～
12
日
㈭
に
、
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
市
施
設
点
検
業
務
室
（
本
庁

地
階
）
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
建

築
住
宅
課
で
配
布
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

問
合
せ　

建
築
住
宅
課
☎
33
４
４
０
１
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く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課
☎
33
６
８
４
７

　
　
市
立
病
院
臨
時
職
員
募
集

　
看
護
補
助
員

職
種
・
任
用
予
定
数　

看
護
補
助
員
（
食
事
介
助
）

　

３
～
４
人

任
用
期
間　

４
月
１
日
～
（
６
ヵ
月
）

※
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り
更
新
あ
り

勤
務
形
態　

午
前
７
時
15
分
～
８
時
45
分
、
午
後
５

時
～
６
時
30
分
（
１
日
計
３
時
間
）

賃
　
金　

時
給
７
７
４
円

申
込
み　

３
月
16
日
㈪
ま
で
に
、
履
歴
書
を
市
立
病

院
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
立
病
院
事
務
局
☎
33
３
６
２
０

健 診 項 目 健 診 内 容 金 額

基本健診（必須）（歯周疾患検診含む） 問診、身体計測、血圧測定、腹囲測定、血液検査、尿検査、歯周疾患検診 2,000 円

腹部超音波検診 肝臓・腎臓・胆のう・すい臓・ひ臓の検査 1,100 円

乳がん検診（30 歳以上の女性） 視診、触診、乳房超音波検査　※妊娠中・授乳中・断乳後 3 ヵ月未満などの人は受診できません 1,600 円

子宮頸がん検診（20 歳以上の女性） 視診、内診、子宮頸部細胞診　※妊娠中・生理中などの人は受診できません 1,200 円

と　き ところ 受付時間

4 月23日㈭ やつしろ
ハーモニーホール 7:30 ～ 8:50

4 月26日㈰ 鏡保健センター 7:00 ～ 8:00

4 月26日㈰ 八代市保健センター 7:30 ～ 8:50

5 月 １日㈮ やつしろ
ハーモニーホール 7:30 ～ 8:50

5 月10日㈰
5 月11日㈪ 千丁公民館 7:00 ～ 8:00

5 月16日㈯ 東陽地域福祉
保健センター 7:30 ～ 8:00

5 月17日㈰ 泉さわやか荘 7:30 ～ 8:00

5 月23日㈯ 坂本公民館 7:30 ～ 8:00

5 月31日㈰
6 月 ７日㈰ 八代市保健センター 7:30 ～ 8:50

6 月10日㈬ やつしろ
ハーモニーホール 7:30 ～ 8:50

▲受付時間は、申し込み人数で、変更になる場合があります。

こ
ん
な
人
に
ヤ
ン
グ
健
診
を
お
す
す
め

○
忙
し
く
て
最
近
、
健
診
を
受
け
て
い
な
い
。

○
不
摂
生
な
生
活
が
続
い
て
い
る
な
あ
と
思
っ
て
い
る
。

○
過
去
、
定
期
健
診
や
妊
婦
健
診
な
ど
で
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
と
指
摘
さ
れ

た
。

○
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
の
家
族
歴
が
あ
り
、
遺
伝
が
心
配
。

○
健
診
を
年
に
一
度
は
受
け
て
お
き
た
い
。

対
　
象

昭
和
51
年
４
月
１
日
～
平
成
８
年
３
月
31
日
生

20
～
39
歳
の
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
市
民
（
学
生
を
除
く
）

申
込
期
間

３
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮ 

※
先
着
順（
定
員
４
０
０
人
程
度
）

申
込
方
法

①
電
話
で
八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
予
約
す
る

　

受
付
：
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

☎
32
７
２
０
０

②
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.city.yatsushiro.
kum

am
oto.jp/youngkenshin/

か
ら
予
約
す
る
。

問
合
せ　

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
32
７
２
０
０

ヤ
ン
グ
健
診
（
20
代
・
30
代
）

　
福
祉
・
健
康

　　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
受
講
生
募
集

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と

し
て
重
要
な
手
話
の
技
術
を
習
得
し
、
奉
仕
活
動
を

行
う
手
話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。
障
が
い

者
福
祉
に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
聴
覚
障
が
い
者
と

接
す
る
機
会
が
多
く
、
手
話
を
必
要
と
し
て
い
る
人

で
、
次
の
入
門
・
基
礎
課
程
の
両
方
を
受
講
で
き
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

と
　
き　

毎
週
水
曜　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

入
門
課
程　

４
月
８
日
㈬
～
８
月
12
日
㈬　

全
18
回

基
礎
課
程　

９
月
２
日
㈬
～
28
年
３
月
30
日
㈬　

全

28
回

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
原
則
休
講

と
こ
ろ　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
　
員　

先
着
40
人

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　

講
座
で
は
、
認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防
や
接

し
方
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

３
月
20
日
㈮　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

代
陽
公
民
館　

多
目
的
室

定
　
員　

30
人
程
度
（
要
申
込
み
）　

参
加
無
料

※
「
テ
キ
ス
ト
」
と
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布

申
込
み　

八
代
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
と
☎
37
３
３
３
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

　
　
無
料
「
介
護
技
術
教
室
」

　
参
加
者
募
集

　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
や
介
護
に
関
心
の

あ
る
人
を
対
象
に
、約
２
時
間
の
介
護
教
室
を
開
催
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容　

①
３
月
12
日
㈭
午
前
９
時

30
分
・
宮
地
公
民
館
「
安
全
な
移
動
・
移
乗
に
つ

い
て
」　

②
３
月
12
日
㈭
午
後
１
時
30
分
・
市
社

会
福
祉
協
議
会
坂
本
支
所
「
安
全
な
移
動
・
移
乗

に
つ
い
て
」

定
　
員
　
各
会
場
20
人
程
度

申
込
み　

ケ
ア
パ
ー
ク
☎
35
３
３
０
０

問
合
せ　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

申
込
み　

４
月
２
日
㈭
ま
で
に
、
市
障
が
い
者
支
援

課
か
各
支
所
市
民
福
祉
課
（
鏡
支
所
は
健
康
福
祉

課
）
に
あ
る
申
込
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。（
電
話

予
約
可
）

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
☎
35
０
２
９
４
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サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
短
期
講
座
生 

募
集

　■
短
期
料
理
講
座

　

は
ち
べ
え
ト
マ
ト
料
理
講
座

・
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ

・
ト
マ
ト
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ

・
ト
マ
ト
カ
ッ
プ

・
ト
マ
ト
ゼ
リ
ー

と
　
き
　
３
月
18
日
㈬　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

講
　
師　

食
の
名
人　

岩
田
美
江
子 

氏

費
　
用　

５
０
０
円
（
別
途
材
料
費
１
０
０
０
円
）

定
　
員　

20
人

　
　
八
代
市
職
業
相
談
室

　
　

市
で
は
、
市
民
を
対
象
と
し
た
職
業
相
談
室
を
開

設
し
、
相
談
事
業
や
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
　
き　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

第
２
月
曜
は
休
み

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
内

出
張
職
業
相
談　

３
月
11
日
㈬　

午
後
１
時
～
４

時
・
東
陽
支
所

問
合
せ　

職
業
相
談
室
☎
34
２
３
５
４

　
　
第
１
回 

男
性
介
護
者
の
集
い

　
一
期
（
い
ち
ご
）
の
会

・
介
護
や
家
事
で
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

・
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

・
他
人
に
話
し
に
く
い
苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

介
護
に
関
す
る
悩
み
や
苦
労
を
男
性
介
護
者
同
士

で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

平成27年度 サンライフ八代主催講座
教養文化講座

曜 講　座　名 　回数 / 月 定数 時　間 受講料
（月額）

月
曜

パッチワーク 2 第 1・3 20 10：00 ～ 12：00 ＊ 920 円
水彩画（初心者向け） 2 第 1・3 20 10：00 ～ 12：00 800 円
さげもん（つるし飾り） 2 第 1・3 20 13：30 ～ 15：30 ＊ 900 円

火
曜

デジカメ（初心者向け） 2 第 2・4 20 10：00 ～ 12：00 900 円
パン作り 2 第 1・3 20 13：00 ～ 15：30 ＊ 1530 円
はがき絵 2 第 2・4 20 13：30 ～ 15：30 900 円

水
曜

料理（水）（男性歓迎） 2 第 2・4 20 9：30 ～ 12：00 ＊ 900 円
実用書道（初心者歓迎） 2 第 1・3 25 13：30 ～ 15：30 700 円

木
曜 エコクラフト 2 第 2・4 20 13：30 ～ 15：30 ＊ 900 円

金
曜

楽しいお手玉 2 第 2・4 20 10：00 ～ 12：00 1020 円
着物着付け（初心者歓迎）3 第 2・3・4 30 13：30 ～ 15：30 2250 円

土
曜

ペン習字 2 第 1・3 25 13：00 ～ 15：00 700 円
料理（土）（男性歓迎） 2 第 2・4 20 9：30 ～ 12：00 ＊ 900 円
フラワーアレンジメント 2 第 2・4 20 10：00 ～ 12：00 ＊ 700 円
囲碁（初級、中級）（女性歓迎） 3 第 2・3・4 30 13：30 ～ 15：30 1530 円
子供パンとお菓子作り 1 第 1 20 14：00 ～ 16：00 ＊ 550 円

健康増進講座

曜 講　座　名 　回数 / 月 定数 時　間 受講料
（月額）

月
曜 骨盤体操 3 第 1・3・4 30 13：30 ～ 15：30 1050 円

火
曜 すこやか体操 4 第 1・2・3・4 40 10：00 ～ 12：00 1400 円

水
曜

スリム エアロビクス（男性歓迎） 4 第 1・2・3・4 30 10：00 ～ 12：00 1400 円
ヨガ＆ベリーエクササイズ 4 第 1・2・3・4 30 13：00 ～ 15：00 2070 円

木
曜

練功十八法（中国の健康
体操）（男性歓迎） 4 第 1・2・3・4 40 14：00 ～ 16：00 1810 円

金
曜

社交ダンス（初心者、初
級）（男性歓迎） 4 第 1・2・3・4 40 10：00 ～ 12：00 1400 円

　　
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
主
催
講
座
生 

募
集

　と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代（
日
置
町
６
９
２
‐
１
）

内
　
容　

左
表
の
と
お
り
（
４
月
～
28
年
３
月
）

受
講
料　

＊
付
き
は
材
料
費
別
途
で
す
。

申
込
み　

３
月
８
日
㈰
午
前
８
時
30
分
か
ら
サ
ン
ラ

イ
フ
八
代
体
育
室
で
先
着
順
に
申
込
み
。
８
時
か

ら
整
理
券
を
配
布
。
ス
リ
ッ
パ
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
受
講
料
３
ヵ
月
分
は
初
回
講
座
で
徴
収
。
電

話
申
込
み
不
可
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

※
市
外
の
人
は
３
月
10
日
㈫
か
ら
受
付

※
３
月
９
日
㈪
は
休
館
日

問
合
せ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１

申
込
み　

３
月
３
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
、

費
用
を
添
え
て
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１

へ
来
館
（
電
話
申
込
み
不
可
）

■
短
期
講
座

　
初
め
て
の
ズ
ン
バ
体
験
講
座
　
～
無
料
～

　

ズ
ン
バ
は
、
世
界
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動

か
し
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰
で
も
楽
し
め
ま
す
。

と
　
き　

３
月
17
日
㈫
、
24
日
㈫
、
31
日
㈫　

午
後

１
時
～
３
時　

全
３
回

講
　
師　

佐
々
木
典
子 

氏

定
　
員　

先
着
30
人

持
参
品　

動
き
や
す
い
服
装
、
飲
料
、
タ
オ
ル

申
込
み　

３
月
３
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
、

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１
へ
申
込
み
（
電

話
受
付
可
）

と
　
き　

３
月
５
日
㈭　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
１

時
30
分　
（
受
付
：
午
前
11
時
～
）

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ひ

な
た
ぼ
っ
こ
」（
イ
オ
ン
八
代
店
内
）

参
加
費　

弁
当
代
５
０
０
円
程
度
（
当
日
支
払
い
）

申
込
み　

３
月
３
日
㈫
ま
で
に
、
平
成
病
院
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
☎
32
８
１
７
１
へ

　
　
八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　■
く
ら
し
の
助
太
刀

　
　
高
齢
者
ト
ー
タ
ル
ア
シ
ス
ト
プ
ラ
ン

　

市
内
居
住
で
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
か
夫
婦
の

み
の
世
帯
、
障
害
の
あ
る
一
人
暮
ら
し
の
人
が
利
用

で
き
ま
す
。

粗
大
ご
み
処
理
事
業

　

処
理
に
困
っ
て
い
る
不
用
に
な
っ
た
古
い
家
具
や

布
団
な
ど
を
処
分
し
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
お
受
け
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

ワ
ン
コ
イ
ン
な
が
い
き
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

生
活
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事（
ご
み
出
し
、

資
源
物
出
し
な
ど
）
を
１
０
０
円
か
５
０
０
円
で
お

手
伝
い
し
ま
す
。

■
入
会
説
明
会

と
　
き　

３
月
４
日
㈬
、
18
日
㈬
、
４
月
１
日
㈬
、

15
日
㈬　

毎
月
第
１
・
３
水
曜　

午
後
１
時
30
分

～
と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

持
参
品　

写
真
、
認
印
、
本
人
名
義
の
通
帳
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
か
肥
後
銀
行
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
）、
会

費
（
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

入
会
資
格　

市
内
在
住
で
入
会
年
度
内
に
60
歳
以
上

に
な
る
人

問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
33
２
７
１
１
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住
　
宅

　
　
市
営 

楠
住
宅 

補
充
入
居
者
募
集

　
　

鏡
町
鏡
村
５
４
１
番
地
の
市
営
楠
住
宅
（
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
）
に
空
き
家
が
あ
る
た
め
、
補
充
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
回
、入
居
で
き
る
の
は
４
戸（
４
世
帯
）。申
込
多

　　
死
亡
の
手
続
き
は
お
忘
れ
な
く

　
　

年
金
を
受
給
し
て
い
た
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き

は
、
年
金
の
手
続
き
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

亡
く
な
っ
た
月
分
ま
で
は
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

の
で
、
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
年
金
は
、
未
支
給

年
金
と
し
て
遺
族
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

遺
族
が
複
数
い
る
場
合
は
、
優
先
順
位
の
高
い
人
が

請
求
者
で
す
。
手
続
き
の
際
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の

年
金
証
書
（
無
く
て
も
可
）
と
請
求
者
名
義
の
通
帳
、

印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

未
支
給
年
金
を
請
求
で
き
る
優
先
順
位

①
配
偶
者
、
②
子
、
③
父
母
、
④
孫
、
⑤
祖
父
母
、

⑥
兄
弟
姉
妹
、
⑦
そ
の
他
３
親
等
内
の
親
族
（
平

成
26
年
４
月
以
降
の
死
亡
が
対
象
）

　

た
だ
し
、
請
求
で
き
る
の
は
亡
く
な
っ
た
人
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
に
限
ら
れ
ま
す
。
生
計

同
一
関
係
に
あ
る
遺
族
が
い
な
い
と
き
は
、
死
亡
届

の
み
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、年
金
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

遺
族
基
礎
年
金
や
死
亡
一
時
金
、
寡
婦
年
金
を
請
求

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
☎
35
６
１
２
３

　
　
　
　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
０
５

数
の
場
合
は
公
開
抽
選
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

募
集
住
戸
（
家
賃
月
額
）

　

・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
97
・
29
㎡
）
２
戸
（
５
万
円
）

　

・
２
Ｄ
Ｋ　

 

（
58
・
61
㎡
）
２
戸
（
３
万
５
千
円
）

　
（
別
途
、共
益
費
２
千
円
・
駐
車
料
５
０
０
円
必
要
）

※
今
回
募
集
す
る
住
宅
は
、
中
堅
所
得
者
向
け
に
建

設
し
た
住
宅
で
あ
る
た
め
、
月
収
入
基
準
額
の
範

囲
が
あ
り
ま
す
。（
入
居
者
全
員
の
年
間
総
所
得

か
ら
控
除
を
引
い
て
12
で
割
っ
た
額
が
15
万
８
千

円 

～ 

48
万
７
千
円
の
範
囲
）。
詳
し
く
は
申
込

要
領
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

建
築
住
宅
課
、
各
支
所
建
設
事
務
所
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
を

３
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮
の
平
日
に
提
出
。

※
既
に
他
の
市
営
住
宅
に
申
し
込
ん
で
い
る
人
も
可

申
込
・
問
合
せ　

建
築
住
宅
課
☎
33
４
１
２
２

　

各
支
所
建
設
事
務
所

　
　
本
人
通
知
制
度
を
４
月
か
ら
実
施

　
　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
本
人
以
外
の

人
に
交
付
し
た
場
合
、
事
前
に
登
録
し
た
人
に
対
し

て
交
付
し
た
事
実
を
通
知
す
る
制
度
で
す
。（
要
事

前
登
録
）

対
象
書
類

・
住
民
票
の
写
し

・
住
民
票
に
記
載
を
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

・
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本

　　
市
民
課
　
引
越
シ
ー
ズ
ン
の

　
３
月
下
旬
の
休
日
に
窓
口
を
開
設

　

毎
年
３
月
下
旬
は
、
就
職
や
進
学
、
転
勤
な
ど
一

年
を
通
じ
て
最
も
引
っ
越
し
の
多
い
時
期
で
す
。
こ

の
時
期
は
、
住
所
変
更
の
手
続
き
が
集
中
し
窓
口
が

大
変
混
み
合
う
た
め
、
来
庁
さ
れ
た
人
を
お
待
た
せ

し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
窓
口
混
雑

を
解
消
し
、
都
合
の
良
い
土
曜
や
日
曜
に
も
窓
口
に

来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
３
月
下
旬
の
休
日
も
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。

※
週
末
や
季
節
ご
と
に
実
家
に
帰
っ
て
い
る
な
ど
、

「
生
活
の
本
拠
（
拠
点
）」
が
実
家
に
あ
る
場
合
は
、

住
民
異
動
は
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
窓
　
口

と
　
き　

３
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
・
28
日
㈯
・
29
日

㈰　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ　

本
庁　

市
民
課
窓
口
（
支
所
、
出
張
所
で

の
開
設
は
あ
り
ま
せ
ん
）

取
扱
業
務
（
休
日
窓
口
で
取
扱
い
が
で
き
る
業
務
）

○
転
入
・
転
出
・
転
居
（
住
所
変
更
）
に
伴
う
住
民

異
動
届
の
受
付
業
務

○
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄
本
、
所

得
証
明
書
の
発
行
業
務

○
戸
籍
届
出
の
受
付
（
預
か
り
の
み
）

〇
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
（
申
請
は
平
日
の
み
）

○
小
中
学
校
の
転
校
に
関
す
る
業
務
（
住
所
変
更
に

伴
う
も
の
に
限
り
ま
す
）

※
市
民
税
の
申
告
な
ど
右
記
の
取
扱
業
務
以
外
の
業

務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

※
休
日
で
あ
る
た
め
、
国
や
県
な
ど
他
の
機
関
へ
の

問
い
合
わ
せ
が
必
要
な
業
務
に
つ
い
て
は
、
取
り

扱
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
（
午
後
７
時
ま
で
）
は

通
常
ど
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
課
☎
33
４
１
１
０

　
　

行
政
改
革
課
☎
32
４
７
１
１

・
戸
籍
に
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書

登
録
先

　

本
庁
市
民
課
、
各
支
所
、
出
張
所

登
録
で
き
る
人

・
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

・
市
の
戸
籍
の
附
票
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

・
市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

※
死
亡
し
た
人
・
失
踪
宣
告
を
受
け
た
人
は
登
録
で

き
ま
せ
ん
。

必
要
書
類

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

顔
写
真
入
り
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）

・
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
登
録
を
希
望
す

る
人
か
ら
の
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

・
法
定
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
戸
籍
謄
本

な
ど
の
資
格
を
証
す
る
書
類
（
八
代
市
に
本
籍
が

あ
る
人
は
不
要
）
と
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書

類
・
委
任
状

本
人
通
知
書
の
内
容

①
証
明
書
の
交
付
年
月
日

②
交
付
し
た
証
明
書
の
種
別（
住
民
票
の
写
し
な
ど
）

③
交
付
枚
数

④
交
付
請
求
者
の
種
別
（
代
理
人
、
第
三
者
な
ど
）

※
交
付
請
求
者
の
個
人
を
特
定
す
る
情
報
（
住
所
、

氏
名
な
ど
）
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

登
録
の
期
間　

登
録
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
間

※
登
録
期
間
満
了
後
、
引
き
続
き
登
録
を
希
望
す
る

場
合
は
再
度
登
録
が
必
要

登
録
事
項
の
変
更
・
廃
止
の
届
出

　

事
前
登
録
し
た
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
や
廃

止
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
市
本
人
通
知
制
度
登

録
（
変
更
・
廃
止
）
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
課
☎
33
４
１
１
０



　☎32-7200（八代保健センター）☎52-5277（鏡保健センター）

　10月1日㈪ 13:30 ～ 16:30 、10月18日㈭ 9:00 ～ 12:00
　　要予約：八代保健センター☎32-7200

月

　☎32-7200（八代保健センター）☎52-5277（鏡保健センター）

3月12日㈭ 　　　　　 9:30～12:00 
3月23日㈪　　　　　13:00～16:30
    要予約：八代保健センター☎32-7200

3月10・27 日  　14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

　

　　13:00～16:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

毎週木曜 エイズ検査実施

市民課・こども未来課
市民税課・国保ねんきん課

19:00まで

毎週木曜は窓口延長実施中

17:00～19:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

夜間エイズ検査
　　

月 M o n 火 T u e 水 W e d 木 T h u 金 F r i 土 S a t日 S u n
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3 市民カレンダー
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 をご利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 ～ 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 5月連休、年末年始は休診。

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ちつきがないなど）のある人は、ご相談くださ
い。必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

火災・救急情報

● 火災情報テレホンサービス
　☎ 0180-999-194
　http://www.yatsushiro-fd.com/

● 火災救急件数
　　（1月末日現在）
　火　災　　　 　５件
　救　急　　　６６０件    

  人口と世帯

1月末日現在
人　口　 131,343 人
　男　　　61,159 人
　女　　　70,184 人
世帯数  　 54,202 戸

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
○ お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）をご利用ください。

育児:午前   成人:午後
   ＜ 八代・鏡保健センター＞

育児:午前   成人:午後
   ＜ 八代・鏡保健センター＞

育児:午前   成人:午後
   ＜ 八代・鏡保健センター＞

育児:午前   成人:午後
   ＜ 八代・鏡保健センター＞

育児:午前   成人:午後
   ＜ 八代・鏡保健センター＞

個別健康相談（要予約）

個別健康相談（要予約）

個別健康相談（要予約）

個別健康相談（要予約）

個別健康相談（要予約）

夜間納税窓口 17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

資源の日 日曜日版

資源の日 日曜日版

毎週火曜日
受付　9:45～10:00

  ＜八代保健センター＞

母子健康手帳交付

納 税 情 報
        ● 今月の納税　  納期限　3 月 31 日㈫
　　　　　　　　　国民健康保険税 １２期
　　　　　　　　 　

   ● 夜間納税窓口開設 （実施日はカレンダー内に表示）
　 場　 所  ：市役所本庁１階納税課　　

問合せ　納税課 ☎33-4109

　
納付場所：本庁、各支所、各出張所、市内の各銀行、信用組合、

                    信用金庫、労働金庫、農業協同組合、九州管内の
                    ゆうちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）

日 病　院　名 町　名 電話番号

1
日

あらき整形外科医院 旭中央通 32-2524
前　田　医　院 長 田 町 32-3845
くわはら小児科 植柳上町 32-5000
荒木皮ふ科医院 鏡　町 52-8777
松　本　医　院 鏡　町 52-0330

8
日

開 　 病 　 院 新 地 町 32-4990
泉 内 科 医 院  （小児も可） 海士江町 35-6780
保元内科クリニック 永 碇 町 34-3141
松 村 眼 科 医 院 鏡　町 52-0131
伊　藤　医　院 氷 川 町 52-8091
峯　苫　医　院 坂 本 町 45-2127

15
日

平 野 整 形 外 科 医 院 袋　町 32-1222
松岡内科クリニック （小児も可） 通　町 33-2766
たかの呼吸器科内科クリニック 松 崎 町 32-2720
福田外科整形外科クリニック 鏡　町 52-0840
名 和 小 児 ク リ ニ ッ ク 鏡　町 52-7800
井　上　医　院 東 陽 町 65-2121

21
日

久原外科胃腸科医院 植柳上町 35-1161
久 野 内 科 医 院 本 町 1 32-3408
古　閑　医　院 本 町 3 32-2318
稲 毛 整 形 外 科 医 院 鏡　町 52-1715
宮城循環器内科 千 丁 町 46-0007

22
日

む ら た ク リ ニ ッ ク 横手本町 34-1872
和田小児科医院 大 手 2 32-2755
荒　木　医　院 豊原下町 32-3258
稲 生 産 婦 人 科 内 科 氷 川 町 62-2008
ひ か わ 医 院 氷 川 町 62-8139

29
日

右 田 ク リ ニ ッ ク 若 草 町 35-8211
本 田 ク リ ニ ッ ク 西松江城町 32-3410
大平小児科医院 迎 町 1 31-7200
武内外科胃腸科医院 氷 川 町 52-7811
丸　田　医　院 千 丁 町 46-0027
横 田 診 療 所 泉　町 67-2010

診療時間 9:00 ～ 17:00

※休日在宅医は、変更になる場合があります。
　受診の際は、事前にテレホンサービスで確認し、　
　当番医に連絡をお願いします。

八代市医師会☎34-7001　八代郡医師会☎52-2233

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 ～ 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

八代保健センター☎32-7200／鏡保健センター☎52-5277※安全、便利、確実な口座振替に加入しましょう

急病のときは

ご相談ください

春分の日

毎月１1日は
人権を確かめ合う日

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

3/21㈯ 春分の日のごみ収集・施設受付

●｢燃えるごみ｣「資源の日」の収集はお休みです。
●施設の一般搬入受付
　市清掃センターと樹木剪定リサイクルセンター、
　クリーンセンター（氷川町）はお休みです。

各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。
場所は、以下のとおり
旧八代市・坂本町の人は◇八代市保健センター☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆八代市鏡保健センター ☎52-5277

ご確認ください♪

≪問合せ≫ごみ対策課（清掃センター内） ☎32-4675
または各支所市民環境係／クリーンセンター ☎62-3304

休日在宅当番医

＜下記の予防接種の期限は3月31日＞

※八代市郡内で接種する場合、1と2は無料。3は2,450円必要です。
※詳細は市ホームページ、または各保健センターにお尋ねください。

受付　9:45～10:00
  ＜鏡保健センター＞

受付　9:45～10:00
  ＜鏡保健センター＞

母子健康手帳交付

母子健康手帳交付

1．麻しん風しん混合（2期）　
対象者
平成 20 年 4 月 2 日生～平成 21 年 4 月 1 日生

（平成 27 年 4 月に小学 1 年生になる人）

2．水痘（水ぼうそう）　
対象者
生後 36 月～生後 60 月に達するまで（3・4 歳児）

3．高齢者の肺炎球菌感染症　
対象者
昭和 24 年 4 月 2 日生～昭和 25 年 4 月 1 日生
昭和 19 年 4 月 2 日生～昭和 20 年 4 月 1 日生
昭和 14 年 4 月 2 日生～昭和 15 年 4 月 1 日生
昭和 9 年 4 月 2 日生～昭和 10 年 4 月 1 日生
昭和 4 年 4 月 2 日生～昭和 5 年 4 月 1 日生
大正 13 年 4 月 2 日生～大正 14 年 4 月 1 日生
大正 8 年 4 月 2 日生～大正 9 年 4 月 1 日生
大正 3 年 4 月 2 日生～大正 4 年 4 月 1 日生
大正 3 年 4 月 1 日生以前

3/1 ～ 3/8
「女性の健康週間」

毎月第１日曜日は
「やつしろ健康の日」
運動不足になりが
ちな冬は、意識し
て歩きましょう。

□献　血
八代警察署  9:30 ～12:00
ゆめタウン八代 13:45 ～16:00

□献　血
市役所鏡支所
9:30 ～12:00、13:00 ～16:00

□献　血
県八代地域振興局
9:30 ～12:00
熊本総合病院
13:30 ～16:00

□献　血 
イオン八代ショッピングセンター
10:00 ～11:30、12:45 ～16:00

□献　血 
市役所千丁支所
9:30 ～12:00
JAやつしろ西部総合支所
13:30 ～15:30

□献　血 
市役所本庁
10:00 ～12:00、13:00 ～16:00

◇7ヵ月児健診（八代保）
　 H26.7/18 ～ 7/30 生

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　 H26.10/29 ～ 11/11 生

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　H26.10/17 ～ 10/28 生

◆4ヵ月児健診（鏡保） 
    H26.10/18 ～ 11/17 生

◇1歳6ヵ月児健診
                （八代保）
H25.7/11～7/20生

◆1歳6ヵ月児健診（鏡保）
    H25.8/21 ～ 9/14 生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
    H25.7/21 ～ 7/28 生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
    H25.7/29 ～ 8/8 生

◇2歳児歯科健診（八代保）
    H24.11/24～12/9生

◆7ヵ月児健診 （鏡保） 
    H26.6/13 ～ 7/24 生

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:1回食の乳児とその保護者

（要予約：八代保☎32-7200）

◇7ヵ月児健診 （八代保）
     H26.7/31 ～ 8/14生

◇7ヵ月児健診 （八代保）
    H26.7/9 ～ 7/17生

◇3歳児健診
         （八代保）
H23.10/6～10/17 生

◇3歳児健診（八代保）
    H23.9/26 ～ 10/5 生◆3歳児健診（鏡保）

    H23.8/4 ～ 9/20 生

◇3歳児健診（八代保）
    H23.10/18 ～ 10/25 生

□献　血
メルシャン八代工場
9:30 ～11:00
ゆめタウン八代 12:45～16:00

毎月１9日は食育の日

◆2歳児歯科健診 （鏡保）
　H24.10/16 ～ 12/20 生

◇2歳児歯科健診 （八代保）
　 H24.12/10 ～ 12/27
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　２月３日に千丁小学校自主発表会で創作劇
「おざや節」の利兵衛（だいばどん）役とお菊
役を演じました。劇では、八代が干拓地になる
までの過程を表現しました。昔の人たちがどれ
だけ苦労して干拓地を作ったのか、現代のよう
に便利な機械がない中、どれだけの時間をかけ
て樋門を作ったのかを学ぶとともに、昔の人々
に対する感謝の気持ちが溢れてきました。
　今後は保存会の皆さんから継承した「おざや
節」を後輩に伝えていきたいです。

（千丁小６年）

生
い く た

田  悠
ゆ う と

斗  さん  　森田  瑛
あ き と

翔  さん
　（お菊役）　　　　　　　　   （だいばどん役）

夢Talk
トーク

おざや節を
  後輩に
　伝えていきたい

　
消
費
生
活

　
文
化
・
教
育

　
八
代
よ
か
と
こ
物
産
館
・
松
中
信
彦

　
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

臨
時
休
館

　

指
定
管
理
者
の
変
更
に
伴
う
施
設
の
点
検
・
清
掃

の
た
め
、
３
月
31
日
㈫
～
４
月
２
日
㈭
の
営
業
を
休

止
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

観
光
振
興
課
☎
33
４
１
１
５

　　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を

　
利
用
し
た
選
挙
運
動

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
が
普
及
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
選
挙
運
動
期
間
に
お
け
る
候
補
者
に
関
す
る
情

報
の
充
実
、
有
権
者
の
政
治
参
加
の
促
進
な
ど
を
図

る
た
め
、
有
権
者
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
利
用
し
、
選
挙
運
動
を
す
る

　
観
　
光

　
　
日
奈
久
温
泉
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

　
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク

　

春
を
感
じ
な
が
ら
櫛
山
登
山
を
楽
し
み
、
山
頂
で

昼
食
を
食
べ
「
宝
探
し
」
を
し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

下
山
後
に
は
、
ち
く
わ
焼
き
体
験
や
抽
選
会
が
あ
り

ま
す
。

と
　
き　

３
月
29
日
㈰　

午
前
９
時
集
合

　

９
時
30
分
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
ば
ん
ぺ
い
湯
」

参
加
料　

５
０
０
円
（
ち
く
わ
焼
き
体
験
券
、
入
浴

券
、
抽
選
会
引
換
券
付
き
）

定
　
員　

１
５
０
人
（
当
日
受
付
可
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
飲
み
物
、
昼
食
は

各
自
で
準
備
。

申
込
み　

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所
☎
38
０
２
６
７

　　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
　

３
月
１
日
現
在
で
調
製
す
る
選
挙
人
名
簿
（
年
４

回
の
定
時
登
録
）
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

　

転
入
し
て
き
た
人
や
満
20
歳
に
な
っ
た
人
、
海
外

在
住
者
で
在
外
選
挙
人
証
の
交
付
を
受
け
た
人
の
名

前
が
名
簿
に
載
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

登
録
資
格
要
件　

日
本
国
民
で
平
成
７
年
３
月
２
日

以
前
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
八
代
市
に
26
年
12
月
１
日
ま
で
に
住
民
票
の
登
録

を
し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人

②
海
外
在
住
者
で
、
大
使
館
や
総
領
事
館
へ
在
外
選

挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
を
行
い
、
在
外
選
挙
人
証

の
交
付
を
受
け
た
人

縦
覧
期
間　

３
月
３
日
㈫
～
７
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

縦
覧
場
所
・
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
千
丁
支
所
２
階
）

☎
30
１
６
６
３

　
選
　
挙

こ
と
が
で
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）、
動

画
共
有
サ
ー
ビ
ス
、
動
画
中
継
サ
イ
ト
な
ど
で
す
。

　

し
か
し
、
個
人
に
よ
る
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
た

選
挙
運
動
は
、
特
定
の
場
合
を
除
き
、
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
未
成
年
者
は
、
選
挙
運
動
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
「
選
挙
運
動
」
と
は
、「
特
定
の
選
挙
に
つ
い
て
、

特
定
の
候
補
者
の
当
選
を
目
的
と
し
て
、
投
票
を
得

る
か
得
さ
せ
る
た
め
に
直
接
か
間
接
に
必
要
で
有
利

な
行
為
」
を
い
い
ま
す
。

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
30
１
６
６
３

　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

カ
ニ
の
電
話
勧
誘

　

カ
ニ
を
買
わ
な
い
か
と
強
引
な
勧
誘
が
あ
り
、
電

話
に
出
た
母
が
断
り
切
れ
ず
承
諾
し
ま
し
た
。
数
日

後
、
代
引
き
で
カ
ニ
が
送
ら
れ
て
来
た
の
で
お
金
を

払
い
受
け
取
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
解
約
し
た
い
の

で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

（
対
応
）　

業
者
に
電
話
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る

旨
を
伝
え
、
名
簿
か
ら
の
削
除
も
依
頼
し
ま
し
た
。

相
談
者
に
は
、
念
の
た
め
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
は

が
き
の
書
き
方
を
説
明
し
、
コ
ピ
ー
を
取
り
簡
易
書

留
で
出
す
よ
う
に
助
言
し
ま
し
た
。
後
日
、
返
金
を

確
認
し
解
決
し
ま
し
た
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
ら
、
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
来
所
か
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
木
曜
の
み
午
前
10
時
～
午
後
７
時
）

と
こ
ろ　

本
庁
１
階　

市
民
相
談
室

問
合
せ　

市
民
相
談
室
☎
33
４
１
６
２

　
　
厚
生
会
館

　
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

松
岡
美
羽
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き　

３
月
13
日
㈮　

午
後
１
時
～

太
田
郷
小
学
校
音
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き　

３
月
15
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６
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　原則として、利用月の 6 ヵ月前（た
だし、厚生会館のホワイエと文化セン
ターの研修室、視聴覚室、ホワイエ、
リハーサル室の単独利用については
3 ヵ月前）の月初めの平日、午前９時
から施設利用調整会議を開始します。

厚生会館、
千丁・鏡文化センター
施設利用調整会議

利用月 調整会議日程
10月 4月 1日㈬
11月 5月 1日㈮
12月 6月１日㈪

平成 28年 1月 7月 1日㈬
平成 28年 2月 8月３日㈪
平成 28年 3月 9月 1日㈫
平成 28年 4月 10月 1日㈭
平成 28年 5月 11月２日㈪
平成 28年 6月 12月 1日㈫
平成 28年 7月 平成 28年 1月４日㈪
平成 28年 8月 平成 28年 2月１日㈪
平成 28年 9月 平成 28年 3月１日㈫

施設名
問合せ 調整会議会場

厚生会館
☎ 32-3196

厚生会館
集会室

千丁文化センター
☎46-1888

千丁文化センター
事務室

鏡文化センター
☎52-1114

鏡文化センター
事務室

　　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
施
設
利
用
調
整
会
議

使
用
月　

平
成
28
年
４
月

　

調
整
会
議　

４
月
６
日
㈪　

午
前
９
時

使
用
月　

平
成
28
年
５
月

　

調
整
会
議　

５
月
８
日
㈮　

午
前
９
時

※
施
設
利
用
調
整
会
議
は
、
原
則
と
し
て
使
用
月
の

１
年
前
の
同
月
第
１
月
曜
で
す
。

と
こ
ろ
・
問
合
せ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

☎
53
０
０
３
３

　
八
代
市
奨
学
生 

募
集

応
募
資
格　

本
人
か
保
護
者
が
市
内
に
引
き
続
き

３
年
以
上
居
住
し
、
経
済
的
理
由
の
た
め
就
学

が
困
難
で
次
に
該
当
す
る
人

○
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
各
種
専
門
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
へ
進
学
す
る
人
か
在
学
中
の

人
○
同
種
の
奨
学
金
を
日
本
学
生
支
援
機
構
（
日
本

育
英
会
）
な
ど
か
ら
支
給
、
貸
与
さ
れ
て
い
な

い
人

提
出
書
類

①
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書
（
教
育
総
務
課
、
市
総

合
案
内
所
、各
支
所
総
務
振
興
課
に
あ
り
ま
す
）

②
合
格
証
明
書
の
写
し
か
在
学
証
明
書

③
世
帯
員
の
平
成
26
年
分
の
源
泉
徴
収
票
の
写
し

か
確
定
申
告
書
の
写
し
と
児
童
扶
養
手
当
・
児

童
手
当
な
ど
公
的
手
当
の
受
給
金
額
が
記
載
さ

れ
た
通
知
書
の
写
し

④
印
鑑
証
明
書（
保
護
者
と
連
帯
保
証
人
２
人
分
）

⑤
連
帯
保
証
人
の
納
税
証
明
書
（
所
得
割
納
税
か

固
定
資
産
税
３
０
０
０
円
以
上
の
納
税
）

⑥
年
間
の
授
業
料
が
わ
か
る
資
料

申
込
先
・
受
付
期
間

教
育
総
務
課
受
付　

３
月
２
日
㈪
～
４
月
20
日
㈪

各
支
所
受
付　
　
　

３
月
２
日
㈪
～
４
月
15
日
㈬

貸
付
額
（
月
額
）

　

高
校
、
高
専
（
１
～
３
年
）

　
　
　
　

国
公
立　

１
５
０
０
０
円
以
内

　
　
　
　

私
立　
　

２
０
０
０
０
円
以
内

　

高
専
（
４
～
５
年
）、大
学
、短
大
、専
門
学
校

　
　
　
　

国
公
立　

３
０
０
０
０
円
以
内　

　
　
　
　

私
立　
　

３
５
０
０
０
円
以
内

貸
付
利
息　

無
利
息

※
申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
中

問
合
せ　

教
育
総
務
課
☎
30
１
６
７
１
（
３
月
13

日
㈮
ま
で
は
☎
33
６
８
４
６
）

　
宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館
～
想
い

　
出
の
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
～

と
　
き　

３
月
７
日
㈯　

午
後
６
時
30
分
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
場
：
６
時

と
こ
ろ　

厚
生
会
館　

ホ
ー
ル

出
　
演　

島
田
歌
穂
、
小
原
孝
、
清
水
ミ
チ
コ
、
お

し
ゃ
べ
り
音
楽
館
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
指

揮
：
藤
野
浩
一
）、
八
代
少
年
少
女
合
唱
団
（
地

元
出
演
）

入
場
料　

一　

般　
　
　

２
５
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
（
当
日
５
０
０
円
増
）

※
宝
く
じ
の
助
成
で
、
特
別
料
金
で
す
。

※
４
歳
以
上
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。

※
前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、
当
日
券
は
あ
り
ま

　
熊
本
県
内
装
飾
古
墳

　
一
斉
公
開
（
春
季
）

　

熊
本
県
に
は
、
全
国
最
多
の
装
飾
古
墳
が
あ
る
こ

と
を
ご
存
知
で
す
か
。
今
回
、
県
と
関
係
市
町
村
が

協
力
し
て
、
県
内
の
装
飾
古
墳
を
一
斉
に
公
開
し
ま

す
。
市
内
で
は
、
日
奈
久
新
田
町
に
あ
る
県
指
定
史

跡
「
田た

の
か
わ
ち

川
内
１
号
墳
」
を
公
開
し
ま
す
。
当
日
は
、

職
員
の
案
内
で
古
墳
の
内
部
に
入
っ
て
装
飾
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
　
き　

３
月
21
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

集
合
場
所　

日
奈
久
新
田
町
公
民
館
田
之
川
内
分
館

（
新
田
町
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

　
冬
季
特
別
展
覧
会

　
お
姫
さ
ま
の
婚
礼
道
具

　
旧
八
代
城
主
松
井
家
に
伝
来
し
た

　
　
華
麗
な
る
婚
礼
道
具
を
一
挙
公
開

そ
の
他
（
事
前
申
込
み
不
要
）

・
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

・
古
墳
内
に
入
る
際
に
は
、
案
内
者
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
装
飾
の
保
護
の
た
め
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
撮
影
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
古
墳
内
に
は
飲
食
物
の
持
ち
込
み
禁
止
で
す
。

・
古
墳
の
保
存
の
た
め
、
見
学
を
中
断
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３

と
　
き　

開
催
中
～
３
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
場
４
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

博
物
館
特
別
展
示
室

休
館
日　

毎
週
月
曜

観
覧
料　

一　

般
４
０
０
円
（
３
２
０
円
）

　
　
　
　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

問
合
せ　

博
物
館
☎
34
５
５
５
５

せ
ん
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

厚
生
会

館
、千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
、

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
、
メ
ガ

ネ
の
み
や
ざ
き
、
庄
野
学

生
堂
八
代
店
、
珈
琲
店

ミ
ッ
ク
、
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

主
　
催　

八
代
市
、
熊
本
県
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６
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そ
の
他

平成27年度 フレンドリーやつしろ自主クラブ
曜 講　座　名 　回数 / 月 募集

人数 時　間

月
曜

アンチエイジングヨーガ 3 第 1・2・3 15 10：00 ～ 12：00
魅惑のベリーダンス 3 第 1・2・3 10 19：00 ～ 21：00
和の布小物 2 第 2・4 2 19：00 ～ 21：00
ヨーガ【市総合体育館】 3 第 1・2・3 5 19：00 ～ 21：00

火
曜

グラウンド・ゴルフ
【球磨川河川緑地公園】 1 第 4 か 5 5 9：00 ～ 11：00

マナコフラワーデザイン
（アレンジフラワー） 2 第 2・4 10 10：00 ～ 12：00

パステル画 2 第 1・3 3 14：00 ～ 16：00
日本画入門 2 第 2・4 3 14：00 ～ 16：00
三味線 2 第 1・3 5 14：00 ～ 16：00
華道池坊 2 第 1・3 10 19：00 ～ 21：00

水
曜

ゆかいなカラオケ 2 第 1・3 10 14：00 ～ 16：00
アレンジフラワー 2 第 1・3 10 19：00 ～ 21：00
楽しいソフト粘土 2 第 2・４ 10 19：00 ～ 21：00
男性のカラオケ 2 第 2・４ 10 19：00 ～ 21：00
プア ツベローズ（フラダ
ンス） 3 第 1・2・3 10 19：00 ～ 21：00

木
曜

日本舞踊 3 第 1・2・3 5 10：00 ～ 12：00
アフリカンダンス 3 第 1・2・3 10 13：00 ～ 14：00
大正琴（初心者歓迎） 2 第 2・４ 5 14：00 ～ 16：00
茶道表千家 3 第 1・2・3 5 19：00 ～ 21：00
バレエ・エトワール 3 第 1・2・3 3 19：00 ～ 21：00
バドミントン

【市総合体育館】 毎週木 6 20：00 ～ 22：00

金
曜 おし花 2 第 2・4 5 14：00 ～ 16：00

　　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

　
自
主
ク
ラ
ブ 

受
講
生
補
充
募
集

と
こ
ろ　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

※
ヨ
ー
ガ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
は
表
中
に
場
所
を
記
載

内
　
容　

左
表
の
と
お
り
（
４
月
か
ら
入
会
）

費
　
用　

各
ク
ラ
ブ
ご
と
受
講
料
は
異
な
り
ま
す
。

※
託
児
無
料
（
満
２
歳
～
就
学
前
６
歳
）
は
受
付
時

に
申
込
み
。

申
込
み　

来
館
か
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

問
合
せ　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
（
働
く
婦
人
の

家
）
☎
35
６
４
６
０
清
水
町
２
‐
94

　　
親
子
の
料
理
実
習
者 

募
集

　と
　
き　

３
月
29
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

八
代
実
業
専
門
学
校
（
駐
車
場
有
り
）

対
　
象　

小
１
～
中
３
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
　
員　

20
人

費
　
用　

無
料

内
　
容　

①
チ
ョ
コ
も
ち　

②
ど
ら
焼
き

持
参
品　

ス
リ
ッ
パ
、
エ
プ
ロ
ン

申
込
み　

３
月
23
日
㈪
ま
で
に
、
窓
口
へ
直
接
か
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
八
代
実
業
専
門
学

　　
自
殺
予
防
　
熊
本
い
の
ち
の
電
話

　
相
談
員
養
成
講
座 

募
集

と
　
き　

５
月
12
日
㈫
開
講　

毎
週
火
曜
午
後
６
時

30
分
～
８
時
30
分　

講
義
中
心

と
こ
ろ　

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
中
央
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市

中
央
区
新
町
１
‐
３
‐
８
）
駐
車
場
は
無
し

対
　
象　

23
歳
以
上

定
　
員　

40
人　

認
定
に
は
２
年
の
研
修
が
必
要

受
講
料　

前
期
５
月
～
９
月
１
５
０
０
０
円

　
　
　
　

後
期
10
月
～
28
年
３
月
１
５
０
０
０
円

※
別
途
一
泊
研
修
費
８
０
０
０
円
が
必
要

申
込
み　

４
月
30
日
㈭
ま
で
申
込
み
手
続
き
を
完
了

問
合
せ　

熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
☎
０
９
６

（
３
５
４
）
４
３
４
３

　
　
八
代
農
業
高
校

　
平
成
　
年
度
聴
講
生 

募
集

　

生
徒
と
一
緒
に
１
年
間
を
通
じ
て
聴
講
で
き
る
人

27

博物館展示案内（3月）
問合せ 博物館☎34-5555

特
別
展
示
室

◆冬季特別展覧会
　 お姫さまの婚礼道具　　　 開催中～ 3/22 ㈰
◆日本習字かきぞめ展示会　  3/28 ㈯～ 3/29 ㈰

常

設

展

示

室

◆八代焼 IV 飲食の器　　　　開催中～ 3/22 ㈰
◆古文書を読む V
　 西山宗因の世界　　　　　　開催中～ 3/29 ㈰
◆信仰のかたち II
　 釈迦院の仏神像　　　　　開催中～3/29 ㈰
◆やつしろ遺跡めぐり IV
　 古墳時代の技　　　　　　開催中～ 3/29 ㈰
◆和紙の世界 V 千代紙　　　開催中～ 4/5 ㈰
◆一間羽子板　　　　　　　　開催中～ 3/29 ㈰
◆米作りの道具　　　　　　　開催中（通年）
◆松井文庫 V 古典文学の世界 開催中～ 3/15 ㈰
◆新収蔵品展 釈迦院の名宝から
　 「流星」風防まで　　　　　3/17 ㈫～ 4/19 ㈰

3月の休館日 2㈪、9㈪、16㈪、23㈪、30㈪

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

　　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
博
物
館
特
別
展
示
室

　

博
物
館
で
は
、
特
別
展
示
室
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

絵
画
、
彫
刻
、
写
真
、
工
芸
、
書
道
な
ど
、
作
品
展

示
の
会
場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
有
料

で
す
。

　

27
年
度
後
期
（
10
月
１
日
～
28
年
３
月
31
日
）
の

利
用
申
し
込
み
は
、
４
月
１
日
か
ら
博
物
館
の
事
務

所
で
受
付
け
ま
す
。詳
し
く
は
、博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
ご
利
用
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接

博
物
館
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

I h
ttp

://w
w

w
.city

.y
atsu

sh
iro.

kum
am

oto.jp/m
useum

/

問
合
せ　

博
物
館
☎
34
５
５
５
５

２
～
３
人
程
度
を
募
集
。

応
募
期
間　

３
月
３
日
㈫
～
10
日
㈫

聴
講
内
容　

○
花
、
野
菜
、
果
樹
の
栽
培　

○
農
産

物
の
加
工　

○
農
業
機
械
の
操
作　

○
家
庭
介
護

の
基
本
作
業　

か
ら
選
択

※
週
１
回
、
２
時
間
の
授
業
を
聴
講
し
ま
す
。

聴
講
料
（
年
間
）　

６
４
０
０
円
（
許
可
手
数
料
込
）

申
込
み　

八
代
農
業
高
校
☎
52
０
０
７
６

校
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

☎
33
１
８
０
０ 

D 

33
１
８
０
１ 

G yatujitu@
orange.ocn.ne.jp

　
督促手続は書類の審査だけで
　　　費用も安い裁判手続です
　相手が支払う理由を分かっているはずな
のに支払ってくれない金銭トラブルに。
問合せ　八代簡易裁判所☎32-2177
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図 書 館 催し物案内（３月）
施設点検休館日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします午前9時30分～午後6時（土日祝午後5時）

行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

０・１・２才児向けおはなし会 12日㈭ 午前 11 時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 7･14･21･28日㈯ 午後 3 時～
名作映画鑑賞会 8 日㈰ 午後 2 時～ 上映作品「命捧げ候」
ジョブカフェによる就活相談会 5日㈭・20日㈮（求人情報誌発行日） 午前 10 時～正午　ところ：1 階談話コーナー
あかちゃん向けおはなし会

（赤ちゃん広場）
16日㈪ 午前 10 時 30 分～
23日㈪ 午後 2 時 30 分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会 14･21･28日㈯ 午後 2 時～ 語り手：第 1･2･3 週 図書館員、第 4 週 山猫軒
ひなまつりおはなし会 7 日㈯ 午後 2 時～ 対象：幼児～小学生　語り手：図書館員
図書館まつりリサイクル市 14 日㈯ 午前 9 時 30 分～ リサイクル本を 1 人３冊まで無料配布します。

図書館まつり ～ 3 月 22 日㈰
トレジャーハンティングスタンプラリー　対象：小学生まで
図書展示：映画とドラマと本が好き～原作本を読もう～
展示：なりきりおひなさま顔出しパネル

あかちゃん向けおはなし会
（おはなしぴよぴよ）

6日㈮ 午前 11 時～
20日㈮ 午後 3 時～ 対象：0 歳～未就園児　語り手：図書館員

幼児・小学生向けおはなし会 1日㈰ 14･28日㈯ 午後 2 時～ 対象：幼児～小学生　語り手：ぐるんぱ
ジョブカフェによる就活相談会 6日㈮・23日㈪ 午前 10 時～正午　ところ：学習コーナー奥

　施設点検休館日　市立図書館本館：25日㈬、せんちょう図書館：10日㈫、かがみ図書館：19日㈭
▶ 2 日㈪ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　　  ▶ 3 日㈫ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック
▶ 4 日㈬ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　  ▶ 5 日㈭ 9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅
▶ 9 日㈪ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮　　▶ 10 日㈫ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル
▶ 12 日㈭ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園　　　  ▶ 13 日㈮ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地
▶ 16 日㈪ 13:15 昭和小 14:00 郡築 11 八協連 14:35 井揚団地　　  ▶ 17 日㈫ 13:15 八竜小 14:10 JA 坂本 14:50 グリーンパーク
▶ 18 日㈬ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ　  ▶ 19 日㈭ 13:20 泉小中学校 14:00 市泉支所 14:30 泉運動広場
▶ 23 日㈪ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 きぼうの里たいよう　▶ 24 日㈫ 9:40 JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿
▶ 26 日㈭ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園　　    ▶ 27 日㈮ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出 JA 倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶図書の貸出期間は、借りた日を含めて 15 日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をよろしくお願いします。

図書館行事は原則無料　　問合せ　市立図書館本館☎ 32-3385　せんちょう図書館☎ 46-1901　かがみ図書館☎ 52-5567

市
立
図
書
館
本
館

か
が
み
図
書
館

せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

　
　
市
有
地
公
売
参
加
希
望
申
込
み

　売
り
払
い
物
件

　

所
在
地　

宮
地
町
字
池
尻
４
９
３
番
５

　

面　

積　

２
８
２
・
93
㎡

参
加
申
込
受
付
期
間　

３
月
４
日
㈬
～
18
日
㈬
の
平

日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

持
参
品　

印
鑑
、
住
民
票
、
納
税
証
明
書

そ
の
他　

後
日
、
入
札
日
時
を
連
絡

申
込
先　

市
財
政
課
☎
33
４
１
０
６

　
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
に
伴
う

　
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　

３
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯
ま
で
は
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
で
す
。

　

八
代
広
域
消
防
本
部
で
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
防

火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
、
八
代
郡
市
の
小
学

５
年
生
が
作
成
し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
と
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
紹
介
の
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

と
　
き　

３
月
６
日
㈮
～
８
日
㈰

と
こ
ろ　

ゆ
め
タ
ウ
ン
八
代
店

全
国
統
一
防
火
標
語　
「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消

す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」

問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
☎
32
９
２
２
７

　
地
籍
調
査
事
業
現
地
調
査
実
施
地
区

　

平
成
27
年
度
に
現
地
調
査
を
実
施
す
る
予
定
の
地

域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
日
置
町
の
一
部
（
下
屋
敷
、
京
塚
、
羽
須
和
、
油

免
、
髙
畑
、
小
屋
敷
、
東
畑
、
山
澁
）

②
島
田
町

③
東
陽
町
小
浦
の
一
部
（
池
ノ
原
、
倉
ノ
塔
、
山
口
、

鉄
山
、
牟
田
、
イ
ヤ
ガ
ミ
、
瀧
山
、
一
ノ
木
場
、

天
神
木
場
）

④
泉
町
樅
木
の
一
部
（
字
樅
木
）

　

調
査
対
象
地
区
の
土
地
所
有
者
に
は
調
査
前
に
通

知
文
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
地
元
説
明
会
と
現
地
立

会
に
は
必
ず
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

地
籍
調
査
課　

八
代
地
区
☎
30
１
６
６
１

　
　
　
　
　
　
　
　

東
陽
・
泉
地
区
☎
65
２
１
１
１

　
　
国
勢
調
査
調
査
員 

募
集

　
　

今
年
の
10
月
１
日
に
、
５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
実
施
の
際
に
調
査
員
と
し
て

活
動
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

ごみ非常事態宣言継続中

問合せ　ごみ対策課☎34-1997

期 間 燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H26年1月 1,443ｔ 442ｇ
H27年1月 1,410ｔ 435ｇ
比 較 －33ｔ － 7ｇ

期 間 燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H21年8月～ 22年 7月 19,127ｔ 490ｇ
H26年2月～ 27年 1月 17,609ｔ 460ｇ
比 較 －1,518ｔ － 30ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較

家庭ごみ収集量の「ごみ非常事態宣言前」との比較

仕
事
内
容　

国
勢
調
査
員
と
し
て
、
世
帯
へ
の
調
査

票
配
布
・
回
収
や
調
査
票
の
点
検
な
ど

応
募
資
格　

①
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
調
査
活
動

の
で
き
る
健
康
な
人　

②
調
査
で
知
り
得
た
こ
と

な
ど
秘
密
の
保
持
が
で
き
る
人　

③
警
察
・
選
挙
・

税
務
事
務
に
従
事
し
て
い
な
い
人

報
　
酬　

国
の
基
準
に
よ
り
支
払
い
ま
す
。

申
込
み　

文
書
統
計
課
☎
33
４
１
７
４
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本
市
の
写
真
家
・
麦
島
勝
さ
ん
が
、
地
域
の

文
化
振
興
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
１
月
16
日
に

県
庁
で
蒲
島
知
事
か
ら
第
25
回
「
く
ま
も
と
県

民
文
化
賞
」
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

麦
島
さ
ん
は
昭
和
22
年
か
ら
県
内
各
地
の
農

山
漁
村
や
街
で
人
々
の
日
常
の
暮
ら
し
を
中
心

と
し
た
写
真
を
撮
り
続
け
、数
々
の
賞
を
受
賞
。

後
進
の
育
成
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。
写
真
展

の
開
催
や
写
真
集
の
出
版
活
動
な
ど
幅
広
く
活

動
し
、
地
域
の
歴
史
文
化
を
広
く
発
信
し
続
け

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
後
、
麦
島
さ
ん
は
「
中
村
市
長
同
席
の

も
と
蒲
島
知
事
か
ら
直
接
表
彰
い
た
だ
き
感
激

し
た
。
知
事
に
も
写
真
を
紹
介
し
た
が
、
二
度

と
撮
れ
な
い
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
写
真
を

撮
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
な
と
改
め
て
思
っ
た
。

私
の
写
真
が
後
の
世
ま
で
役
に
立
っ
て
く
れ
れ

ば
あ
り
が
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

麦
島
さ
ん
は
昨
年
８
月
に
３
１
２
２
点
の
貴

重
な
写
真
資
料
を
市
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
７
日
、
厚
生
会
館
で
八
代
城
跡
群
国
史

跡
指
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
麓
城
か
ら
麦

島
城
、八
代
城
へ
―
八
代
城
跡
群
を
見
れ
ば
、日

本
の
城
が
わ
か
る
―
」が
開
催
さ
れ
、約
４
０
０

人
が
専
門
家
の
説
明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課
文
化
財
調
査
官

の
浅
野
啓け

い
す
け介

さ
ん
や
滋
賀
県
立
大
学
教
授
の
中

井
均ひ

と
しさ

ん
、
熊
本
大
学
名
誉
教
授
の
北
野
隆
さ

ん
が
講
演
を
行
っ
た
後
、
織

し
ょ
く

豊ほ
う

期
城
郭
研
究
会

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
の
ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬
が
春

季
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
た
め
八
代
市
を
訪

れ
、
２
月
７
日
に
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
、
２
月
11

日
に
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
県
営
八
代
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
が
八
代
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
の
は
初
め

て
で
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
で
は
市
内
の
小
学
生
98
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
今
季
同
チ
ー
ム

に
入
団
し
た
秀
岳
館
高
校
の
大
岩
亮
太
選
手
が

チ
ー
ム
選
手
を
紹
介
。
そ
の
後
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
ボ
ー
ル
を
用
い
た
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
を
し
な
が
ら
、
選
手
と
小
学
生
は
交
流

を
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
指
導
で

は
、
ボ
ー
ル
の
キ
ャ
ッ
チ
の
仕
方
や
準
備
姿
勢

な
ど
を
選
手
が
指
導
。
実
際
に
ボ
ー
ル
を
蹴
っ

て
キ
ャ
ッ
チ
を
行
う
な
ど
、
実
践
に
近
い
形
の

練
習
を
行
い
ま
し
た
。
千
丁
小
６
年
の
宮
本
鉄

平
く
ん
は
「
習
っ
た
こ
と
を
日
頃
の
練
習
で
磨

き
、
実
践
に
生
か
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

の
加
藤
理ま

さ
ふ
み文

さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
、
３

人
の
講
演
者
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
古
麓
城
の
よ
う
な
中
世
の

城
の
場
合
は
山
上
か
ら
の
眺
望
を
確
保
し
、
位

置
関
係
や
堀
切
、
土
塁
が
わ
か
る
よ
う
に
土
木

技
術
を
見
せ
る
こ
と
が
大
切
」
と
の
指
摘
や

「
八
代
城
の
石
垣
の
保
存
の
た
め
に
、
環
境
保

全
や
公
園
と
し
て
の
活
用
と
共
存
共
栄
し
な
が

ら
樹
木
の
整
理
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
」

と
の
提
言
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲蒲島知事から表彰を受ける麦島勝さん（中央）▲とまピンダンスを披露するいずみ保育園園児

▲専門家の視点で議論が交わされたパネルディスカッション▲体の正面でボールをキャッチ

くまもと県民文化賞を受賞
写真家　麦島勝さん

八代城跡群を見れば 日本の城の変遷がわかる
八代城跡群国史跡指定記念シンポジウム

本町はトマト一色
第３回 やつしろＴＯＭＡＴＯフェスタ

八代で初キャンプ
ザスパクサツ群馬

Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

　

２
月
１
日
、
や
つ
し
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ

ス
タ
が
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
で
行
わ
れ
、
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

本
町
２
丁
目
の
空
地
に
設
営
さ
れ
た
メ
イ
ン

会
場
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ト
マ
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
や
と
ま
ピ
ン
ダ
ン
ス
＆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ト
マ
ト
早
食

い
競
争
に
は
、
約
30
人
が
参
加
。
口
い
っ
ぱ
い

に
ほ
お
ば
る
姿
に
歓
声
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
周
辺
で
は
「
ト
マ
ト
食
の
広
場
」

と
題
し
、
ト
マ
ト
ラ
ー
メ
ン
や
ト
マ
ト
バ
ー

ガ
ー
な
ど
ト
マ
ト
を
使
っ
た
創
作
料
理
の
店
舗

が
並
び
、多
く
の
人
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
ア
ー
ケ
ー
ド
内
の
広
場
で
行
わ
れ
た

「
１
０
０
０
人
ト
マ
ト
な
べ
振
る
舞
い
」
で
は
、

時
間
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
開
始
か
ら
約

30
分
で
な
く
な
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。

　

白
上 

咲
さ
ん
（
松
高
小
２
年
）
は
「
毎
回

来
て
い
ま
す
。
ト
マ
ト
の
料
理
を
食
べ
る
の
を

楽
し
み
に
き
ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
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サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
の
ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬
が
春

季
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
た
め
八
代
市
を
訪

れ
、
２
月
７
日
に
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
、
２
月
11

日
に
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
県
営
八
代
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
が
八
代
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
の
は
初
め

て
で
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
で
は
市
内
の
小
学
生
98
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
今
季
同
チ
ー
ム

に
入
団
し
た
秀
岳
館
高
校
の
大
岩
亮
太
選
手
が

チ
ー
ム
選
手
を
紹
介
。
そ
の
後
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
ボ
ー
ル
を
用
い
た
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
を
し
な
が
ら
、
選
手
と
小
学
生
は
交
流

を
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
指
導
で

は
、
ボ
ー
ル
の
キ
ャ
ッ
チ
の
仕
方
や
準
備
姿
勢

な
ど
を
選
手
が
指
導
。
実
際
に
ボ
ー
ル
を
蹴
っ

て
キ
ャ
ッ
チ
を
行
う
な
ど
、
実
践
に
近
い
形
の

練
習
を
行
い
ま
し
た
。
千
丁
小
６
年
の
宮
本
鉄

平
く
ん
は
「
習
っ
た
こ
と
を
日
頃
の
練
習
で
磨

き
、
実
践
に
生
か
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

市ホームページの「まちのわだい」は他の話題も掲載（随時更新中） 笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

彦一を食べてあるくべし

「くまモン」ラッピング列車2号

八代市校区対抗駅伝競走

親子能楽体験教室世界の料理教室

▲旧堤防の上で千仏町が舞台のお話しを聞く

▲くまモンや園児がラッピング列車をお出迎え

▲スタート直後の先頭争い

▲仕舞に挑戦する親子▲会話を楽しみながらエビチリを作る参加者

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
「
く
ま
モ
ン
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列

車
」
２
号
の
出
発
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
１
月
20
日
、
八

代
駅
で
開
催
さ
れ
、
保
育
園
児
や
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
な

ど
約
50
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

く
ま
モ
ン
が
描
か
れ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
１
号
は
平

成
24
年
７
月
に
運
行
を
開
始
。
同
列
車
２
号
の
追
加
運

行
が
平
成
27
年
１
月
16
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

同
列
車
１
号
と
２
号
が
２
両
連
結
で
八
代
駅
に
到
着

す
る
と
園
児
た
ち
は
大
興
奮
し
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
セ
レ
モ
ニ
ー
に
駆
け
つ
け
た
く
ま
モ
ン

と
一
緒
に
列
車
に
乗
り
込
み
、
八
代
駅
か
ら
日
奈
久
駅

ま
で
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

１
月
17
日
、
彦
一
と
ん
ち
話
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る

場
所
を
見
て
ま
わ
り
、
新
ご
当
地
グ
ル
メ
「
八
代
ひ
こ

い
ち
Ｄ
Ｏ
Ｎ
」
を
食
す
る
「
彦
一
を
食
べ
て
あ
る
く
べ

し
」
が
開
催
さ
れ
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
熊
本
高

専
八
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
森
山
学
准
教
授
ら
か
ら
、
と
ん

ち
話
に
登
場
す
る
ゆ
か
り
の
店
や
舞
台
な
ど
の
話
を
聞

き
な
が
ら
、
約
２
時
間
散
策
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市

内
11
飲
食
店
で
提
供
さ
れ
る「
八
代
ひ
こ
い
ち
Ｄ
Ｏ
Ｎ
」

の
出
前
に
よ
る
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

菊
池
市
か
ら
参
加
し
た
本
田
保や

す

美み

さ
ん
は「
初
め
て
八

代
の
街
を
歩
き
ま
し
た
が
、説
明
の
お
か
げ
で
多
く
の
気

づ
き
が
あ
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

第
10
回
市
校
区
対
抗
駅
伝
競
走
が
１
月
18
日
に
開
催

さ
れ
、19
校
区
18
チ
ー
ム
が
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

県
営
八
代
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
発
着
点
に
10
区

間
31
・
２
㎞
の
コ
ー
ス
を
選
手
た
ち
は
走
り
抜
き
ま
す
。

　

１
区
で
は
八
千
把
校
区
の
米
村
凛り

ん

さ
ん
が
力
走
し
、

ト
ッ
プ
で
た
す
き
渡
し
。
前
半
で
波
に
乗
っ
た
八
千
把

校
区
が
一
度
も
首
位
を
譲
ら
ず
、
１
時
間
41
分
13
秒
で

２
年
連
続
３
度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

八
千
把
校
区
の
上
嵜
裕ひ

ろ

貴き

監
督
は
「
今
年
は
高
校
生

が
い
な
く
て
不
安
だ
っ
た
が
、
予
定
通
り
前
半
で
流
れ

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
半
の
選
手
た
ち
も
期
待
に

応
え
て
く
れ
た
」
と
優
勝
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

親
子
能
楽
体
験
教
室
が
１
月
23
日
に
代
陽
幼
稚
園
で

行
わ
れ
、園
児
や
保
護
者
ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

伝
統
芸
能
で
あ
る
能
楽
を
子
ど
も
た
ち
に
体
験
・
学

習
し
て
も
ら
お
う
と
八
代
妙
見
祭
活
性
化
協
議
会
が
実

施
。
代
々
細
川
藩
に
仕
え
、
松
井
家
と
も
縁
の
深
い
金こ

ん

春ぱ
る

流
櫻さ

く
ら

間ま

家
の
櫻
間
右う

陣じ
ん

さ
ん
を
講
師
に
招
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
「
老お

い
ま
つ松

」
と
い
う
演
目
の
謡う

た
い

を
真
似
て
覚

え
た
あ
と
、
扇
を
使
っ
た
仕し

舞ま
い

を
学
び
、
座
り
方
や
扇

の
持
ち
方
な
ど
一
つ
一
つ
の
動
作
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
代
表
２
人
の
園
児
が
能
楽
の
装
束
を
身
に
付

け
、
装
束
の
種
類
な
ど
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

　

１
月
25
日
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
「
世
界
の
料
理
教

室
（
中
国
編
）」
が
開
催
さ
れ
、
市
民
や
熊
本
県
立
大

学
の
学
生
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
料
理
を
通
じ
て
国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
で
11
回
目
で
す
。

　

中
国
出
身
で
同
大
学
生
の
蘇そ

琳り
ん

さ
ん
と
蒋し

ょ
う
め
い明
さ
ん
を

講
師
に
、
参
加
者
は
「
揚
州
チ
ャ
ー
ハ
ン
」
や
「
エ
ビ

チ
リ
」「
中
華
風
ス
ペ
ア
リ
ブ
」
を
調
理
し
ま
し
た
。

　

中
国
語
で
「
我ウ

ォ
ー
ブ
ー
カ
ー
チ

不
客
气 

了ラ

（
い
た
だ
き
ま
す
）」
と

言
っ
て
実
食
。「
ス
ペ
ア
リ
ブ
は
一
度
ゆ
で
た
か
ら
柔

ら
か
い
」「
日
本
人
の
口
に
も
合
う
味
付
け
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

１００歳 おめでとうございます

　

８
人
兄
弟
の
長
女
と
し
て
坂
本
で
生
ま
れ

育
っ
た
ツ
ヤ
子
さ
ん
。
結
婚
し
て
３
人
の
子

ど
も
を
育
て
ま
し
た
。

　

声
が
き
れ
い
と
評
判
で
、
京
都
や
奈
良
で

開
催
さ
れ
た
御
詠
歌
の
全
国
大
会
に
出
場
し

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
お
茶
や
お
花
の
ほ

か
、
料
理
が
好
き
で
い
つ
も
み
ん
な
に
ご
馳

走
し
て
い
ま
し
た
。
県
外
に
い
る
子
ど
も
た

ち
に
も
、
手
作
り
の
ミ
ョ
ウ
ガ
ま
ん
じ
ゅ
う

を
送
っ
て
喜
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
85
歳
頃
か
ら
毎
日
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
い
た
こ
と
」。

森永  ツヤ子 さん
（本野町）

大正４年１月１７日生
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                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
金剛小学校児童と市長が給食会食

金剛小学校 新校舎落成記念式典

文化財防火デーに伴う防火訓練

水とみどりのふれあいスクール

伝統文化親子教室発表会

いっそＤＥフェスタ2015

▲中村博生市長と会話を楽しむ児童

▲完成した新校舎

▲「火事だ」との声で本堂に
　駆けつける参加者

▲森林インストラクターから人工林について
  の説明を受ける参加者

▲日本舞踊を披露する郡築教室の生徒

▲寸劇「八代彦一とんち話しで考えよう」を
　熱演する八代みらいネット会員

　

１
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
の
全
国
学
校
給
食
週
間
に

あ
わ
せ
て
１
月
26
日
、
中
村
博
生
市
長
が
金
剛
小
学
校

を
訪
れ
、
６
年
１
組
の
児
童
27
人
と
給
食
の
時
間
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

給
食
の
献
立
は
、
う
ま
か
コ
ロ
ッ
ケ
、
冬
野
菜
の
サ

ラ
ダ
、
ト
マ
ト
と
卵
の
ス
ー
プ
、
ミ
ル
ク
パ
ン
、
牛
乳
。

中
村
市
長
と
対
面
し
た
児
童
た
ち
は
緊
張
の
面
持
ち
で

し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
会
話
も
弾
み
、
教
室
は
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
中
村
市
長
の
隣
で
給

食
を
食
べ
た
森
枝
紘ひ

ろ

生き

く
ん
は
「
市
長
と
一
緒
に
食
べ

た
給
食
は
、
い
つ
も
以
上
に
美
味
し
か
っ
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
、
金
剛
小
学
校
体
育
館
に
本
校
と
弥
次
分

校
、
敷
川
内
分
校
の
総
児
童
２
９
２
人
と
教
職
員
や
保

護
者
、
来
賓
な
ど
計
約
５
０
０
人
が
集
ま
り
「
金
剛
小

学
校
新
校
舎
落
成
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

創
立
１
３
９
年
と
な
る
金
剛
小
学
校
に
、鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
３
階
建
て
延
べ
床
面
積
３
３
３
３
㎡
の
新
校
舎

が
完
成
し
ま
し
た
。ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
安
全
面

に
配
慮
し
、エ
レ
ベ
ー
タ
を
装
備
し
た
り
、屋
上
と
３
階

に
津
波
避
難
の
ス
ペ
ー
ス
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
６
年
生
の
秋
永
渉し

ょ
う

佳か

さ
ん
が
「
新
し

い
校
舎
で
の
友
だ
ち
と
の
楽
し
い
学
校
生
活
を
大
切
に

し
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

１
月
26
日
の
第
61
回
文
化
財
防
火
デ
ー

に
ち
な
み
、
１
月
27
日
に
本
町
３
丁
目
の

安
養
寺
で
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
、
地
域
住

　

２
月
８
日
、
水
と
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
が

水
無
川
ほ
た
る
の
里
公
園
（
妙
見
町
）
で
行
わ
れ
、
市

内
の
緑
の
少
年
団
や
小
学
生
、
保
護
者
な
ど
約
１
３
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

妙
見
創
造
の
森
の
散
策
と
間
伐
見
学
、
シ
イ
タ
ケ
の

コ
マ
打
ち
な
ど
が
あ
り
、
森
の
散
策
で
は
森
林
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
出
発
。
土
砂
防
止
な
ど
の
森
の

働
き
や
木
の
種
類
・
特
徴
、
人
工
林
と
自
然
林
の
違
い

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
太
田
郷
小
２
年
の
吉
永
蒼
汰
君
、

松
田
賢た

か
み
ち道

君
は
「
イ
ノ
シ
シ
の
お
風
呂
場
な
ど
を
初
め

て
見
る
こ
と
が
で
き
、楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

１
月
31
日
、
伝
統
文
化
親
子
教
室
発
表
会
が
厚
生
会

館
で
行
わ
れ
、
約
７
６
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

伝
統
文
化
親
子
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
が
伝
統
文
化

を
習
得
し
人
や
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
と
と
も

に
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
約
２
５
０
人

が
日
舞
や
茶
道
、
華
道
な
ど
19
教
室
で
活
動
中
。
同
教

室
の
発
表
会
は
今
回
で
13
回
目
で
す
。

　

各
会
場
で
は
書
道
・
華
道
の
作
品
展
示
や
子
ど
も
た

ち
の
お
手
前
に
よ
る
茶
会
、
日
本
舞
踊
や
民
謡
な
ど
の

発
表
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
一
生
懸
命
披

露
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
に
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た「
い
っ
そ
DE
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」。「
向
き
あ
い
・

語
り
あ
い
・
認
め
あ
い
、
男と

も女
に
め
ざ
そ
う
調
和
の
社

会
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
や
寸
劇
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
展
示
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

の
瀬せ

ち地
山や

ま

角か
く

教
授
が
「
笑
っ
て
考
え
よ
う
、
生
活
と
仕

事
～
『
何
か
お
か
し
い
な
？
』
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
～
」

と
題
し
登
場
。「
男
性
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が

重
要
で
、
社
会
的
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
の

話
に
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

民
ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
が
文
化
財
の
防
災
に
つ
い
て
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
市
内
の
文

化
財
建
造
物
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
火
災
発
見
時
の
初
動
と
１
１
９
番

通
報
の
仕
方
を
学
ん
だ
後
、
消
火
器
取
扱
い
の

訓
練
。
次
に
安
養
寺
本
堂
か
ら
火
災
が
発
生
し

た
と
想
定
し
て
、
火
災
発
見
・
通
報
・
初
期
消

火
お
よ
び
重
要
物
品
（
文
化
財
に
見
立
て
た
段

ボ
ー
ル
箱
）
の
搬
出
を
行
い
ま
し
た
。
通
報
を

受
け
た
消
防
本
部
と
消
防
団
が
駆
け
つ
け
、
消

火
活
動
ま
で
の
作
業
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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◎コール・グリーンフィールド 想い出コンサート
日時／3 月 8 日㈰
　　　午後2時開演（開場：午後1時30分～）
場所／千丁文化センター（パトリア千丁）
入場無料
問合せ／コール・グリーンフィールド
　　　片岡☎090-8769-1170

◎八代美術協会 やつしろ美術展
日時／4 月 1 日㈬～12 日㈰（6日休館）
　　　午前 9 時～午後 5 時
　　　（最終日は午後 4 時まで）
場所／市立博物館
内容／日本画・洋画・版画などの展示
入場無料
問合せ／八代美術協会創立 50 周年記念展
　　　実行委員会 岸部☎090-3014-0282

◎第 6 回彦市フェスタ
日時／3 月 8 日㈰　午後 2 時～ 4 時
場所／ゆめタウン八代店
内容／「彦一とんち話」を歌って、語って、考
　　　えて、作って、踊るステージイベント
問合せ／彦市フェスタ実行委員会事務局
　　　☎39-7555

◎市立第一中学校 吹奏楽部 定期演奏会
日時／3月22日㈰　午後1時30分開演
　　　（開場：午後 1 時～）
場所／厚生会館　入場無料
問合せ／八代市立第一中学校吹奏楽部
　　　石川☎32-7103

◎第 8 回 子育て茶話会
日時／3 月 17 日㈫　午前 10 時～正午
場所／グリーンコープ・スイートカフェ・
　　　まーぶる（塩屋町 9-8）
内容／子育てについて語り合う
対象／小・中学生の子どもがいる親
定員／15人　参加無料
問合せ／スイートカフェ・まーぶる☎35-5577

◎八代の戦跡や戦争遺物の情報をください
戦跡や戦争遺物などの情報を集め、展示
会や見学ツアーなどを実施する予定です。
問合せ／人権NPO ちなもい
　　　有馬☎090-9793-8641

◎ボランティア 園児無料英会話指導
日時／毎週火・木曜日
　　　午後 5 時～ 5 時 30 分か午後 5
　　　時 40 分～ 6 時 10 分のクラス
場所／井本学園 IEC 熊本国際大学校
内容／英語スピーチ・歌・踊りなどの指導
対象／園児（3歳～6歳）
定員／各クラス15人（合計30人）
費用／補助教材費2,000円（年間）
　　　諸経費1,000円（月）
その他／４月 14 日㈫から開始
問合せ／IEC熊本国際大学校
　　　園児英会話担当係☎35-5430

◎子羊文庫 勉強会
日時／3 月 5 日㈭　午前 10 時 30 分～
場所／市立図書館
内容／手袋人形　参加無料
問合せ／子羊文庫 早木☎34-5761

◎チャレンジ・ザ・ゲーム 普及審判員養成講習会
日時／3月22日㈰　午前9時～午後1時
　　　（受付：午前8時30分～）
場所／高田小学校
対象／熊本県で登録し、県内で活動がで
　　　きる 18 歳以上の人
定員／40 人
費用／3,500 円（登録料、保険など）
申込・問合せ／3 月 13 日㈮の午後 5 時までに氏名・
　　　年齢・住所・連絡先・勤務先を郵送か
　　　電話・FAX で村上久栄まで
　　　（豊原上町 3265-3、TEL・FAX31-8218）

◎古文と英語で読む「源氏物語」
日時／隔週土曜日　午前10時～11時30分
場所／坂本宅（大村町 528-6）
内容／第四帖「夕顔」の原文と英語訳を読解 
定員／5～6人　費用／1回700円（資料代など）
問合せ／閑閑塾 坂本☎51-5018

◎平成27年「八代地域福祉交流の集い」
日時／４月 19 日㈰
　　　正午開演（午前 11 時開場）
場所／やつしろハーモニーホール
内容／福祉功労賞表彰やアトラクションなど
入場無料（ただし、入場整理券が必要）
問合せ／24時間テレビ八代ボランティア協力会
　　　柴田☎090-4585-1991

◎子育てセミナー「揺れるこどもの思春期」
日時／3月15日㈰　午後1時30分～3時
場所／やつしろハーモニーホール
対象／高校生までの子どもがいる親
費用／200 円（資料代）
問合せ／家庭倫理の会 林田☎090-4775-6184

◎テニスサークル「トップス」会員募集
練習日／毎週土曜日　午前 9 時～正午
場所／千丁テニスコート（古閑出2449-5）
会費／月1,000 円
問合せ／辻本☎080-6413-8741（午後 6 時以降）

◎第8回菜の花ウォークinやつしろ
日時／3月21日㈯　午前10時スタート
　　　（受付：午前 9 時～）
集合場所／市役所鏡支所・鏡文化センター
費用／一般 1,000 円、小学生以下 500 円
その他／菜の花米おにぎり弁当（300 円）
　　　あり。参加および弁当は要事前申込
申込・問合せ／3月10日㈫までに菜の花ウォーク
　　　inやつしろ事務局 岡まで☎52-0965

◎歌声サークル 参加者募集
日時・場所／3 月 15 日㈰
　　　鏡文化センター：午前10時～11時30分
　　　麦島公民館：午後2時～3時30分 
内容／童謡・唱歌・昭和歌謡を歌う
定員／20 人　費用／800 円
問合せ／加來☎090-8356-1190

◎八代史談会 研修例会
日時／3月7日㈯　午前10時～正午
集合場所／市役所本庁東玄関前（午前9時30分）
内容／「正教寺」とその周辺の史跡文化財
　　　の見学
案内人／藁井信恒 正教寺住職　参加無料
問合せ／八代史談会 内田☎34-0878

伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・
愛好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）
で行う活動などの情報を掲載するコーナーです。
仲間募集やイベント告知などにご利用ください。
内容に関するお問合わせは、直接情報提供者へ。
★ 5月号の掲載申込締切は、3/26 ㈭です。

伝言板

◎不登校で悩んでいる人へ
日時／3 月 7 日㈯　午後2時～4時30分
場所／志成館八代校（大手町1丁目59-2）
内容／子どもの不登校や非行などで悩む
　　　人同士のグループカウンセリング
　　　や情報交換
費用／200 円
その他／奇数月の第１土曜日に例会開催。
　　　不登校や非行などの相談は随時受付
問合せ／思春期の子どもと向き合うおと
　　　なたちの会「ひなたぼっこの会」
　　　清田☎070-5535-1719

◎やさしい初級中国語会話
期日／3 月 7 日㈯～11 月 28 日㈯
場所／八代公民館
内容／中国語の会話や歌、文化を学ぶ
講師／丸吉東鳴氏
対象／高校生以上
定員／30 人
費用／月 2,000 円
その他／白帝社 ｢初級中国語 楽しいキャ
　　　ンパスライフ｣ 各自購入
問合せ／ニイハオ学習会 松本☎080-3955-9487

◎市民公開講座｢あなたが“いのち”の主人公｣
自分の最期の生き方を考えるために
日時／3 月 14 日㈯
　　　午後 6 時 30 分～8 時 30 分
　　　（受付：午後 5 時 30 分～）
場所／やつしろハーモニーホール
講師／日本臨床倫理学会 箕岡真子氏 
参加無料、事前申込不要
問合せ／塩野義製薬 門脇☎096-384-6811

◎茶和の会 ボランティア募集と研修
日時／3月25日㈬ 午前10時～11時30分
場所／セレクトロイヤル八代
内容／お抹茶の接待や庭園ガイドの研修
参加無料
問合せ／茶和の会事務局 真木☎34-3939

◎文化庁伝統文化親子教室 生徒募集
期間／4 月～平成 28 年 1 月
場所／各公民館
内容／華道・茶道・日本舞踊など21教室
対象／幼児～高校生
問合せ／文化庁伝統文化親子教室実行委員会
　　　小竹☎33-8558

◎第39回 熊本総合病院 市民公開講座
今日からできる慢性腎臓病予防
日時／3 月 11 日㈬　午後 6 時～ 7 時
場所／熊本総合病院
講師／井上武明 副院長
定員／100 人　入場無料、事前申込不要
問合せ／熊本総合病院 総務企画課
　　　☎32-7111



と　き　５月８日㈮、９日㈯、10 日㈰　※雨天決行
ところ　球磨川河川緑地
コース　  ８日…40㎞、20㎞、10㎞、五家荘
　　　　  ９日…40㎞、20㎞、10㎞、５㎞
　　　　10 日…30㎞、20㎞、10㎞、５㎞
事前申込み　４月 17 日㈮まで　※参加費が必要
内　容　今回は、市内の産業を巡るコースをはじめ、フードバレ

ーコースの新設など、八代の春を満喫できるウオーキングコー
スを設定しました。

　　また、特別企画として～ウオーキングを楽しみながら幸せへ
の第一歩～「ゆらり婚活 in やつしろ」や、郷土料理を堪能でき
る「やつしろの食の名人大集合」も同時開催します。
ホームページ　http://3day.yatsushiro.jp/
問合せ　同実行委員会（市観光振興課内）☎33-4132

新市誕生10周年記念
第21回

2015
参加者募集

　

可
憐
さ
と
気
品
を
兼
ね
備
え
た
雛
人
形
。
そ
し
て
雛
祭
り
を
彩
る
も
う
ひ
と
つ

の
主
役
「
雛ひ

な
ど
う
ぐ

道
具
」。
化け

し
ょ
う
ぐ

粧
具
・
文
房
具
・
遊
戯
具
・
飲
食
具
・
運
搬
具
な
ど
、

公
家
や
武
家
の
婚
礼
で
誂

あ
つ
らえ

る
婚
礼
調ち

ょ
う
ど度

を
ミ
ニ
チ
ュ
ア
に
し
た
も
の
で
、
雛
人

形
と
一
緒
に
並
べ
ま
す
。

　

松
井
文
庫
に
は
、
十
代
章て

る
ゆ
き之

の
娘
・
加か

や屋
姫
や
十
一
代
盈み

つ
ゆ
き之

の
娘
・
こ
う
姫
が

所
有
し
た
雛
道
具
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
細
川
家
の
家
紋
で
あ
る
九く

よ
う
も
ん

曜
紋
を
あ

し
ら
っ
た
雛
道
具
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
誰
が
使
っ
た
も
の
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
91
種
も
の
調
度
が
揃
っ
て
い
て
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
な
が
ら
、
江
戸
時
代
の
婚

礼
の
華
や
か
な
雰
囲
気
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
く
と
も
手
抜
き
が
一
切
な
い
の
が
最
大
の
魅
力
。
例
え
ば
櫛く

し
だ
い台
は
、
表
面

に
金き

ん
ま
き
え

蒔
絵
で
家
紋
を
あ
し
ら
い
、
引
き
出
し
を
開
け
る
と
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
化
粧
道

　

市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
地
に
つ
い
て
、
地
域
審
議

会
や
市
議
会
の
ご
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
検
討
し
た

結
果
、
現
在
の
本
庁
舎
敷
地
内
と
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。
平
成
32
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

新
し
い
八
代
市
の
核
と
な
る
施
設
を
目
指
し
、
平

成
27
年
度
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
参
考
に
し

な
が
ら
基
本
構
想
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

問
合
せ　

財
政
課
☎
33
４
１
０
６

～
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
婚
礼
道
具
～

松
井
家
の
雛
祭
り

九
曜
二
葉
桐
紋
蒔
絵
雛
道
具
の
う
ち
髪
結
い
の
道
具

江
戸
時
代
後
期
（
19
世
紀
）

松
浜
軒
／
松
井
文
庫
の
至
宝

具
が
姿
を
現
し
ま
す
。
３
月
22

日
㈰
ま
で
開
催
中
の
市
立
博
物

館
冬
季
特
別
展
「
お
姫
さ
ま
の

婚
礼
道
具
」
に
出
品
中
の
松
井

家
の
婚
礼
調
度
と
併
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
博
物
館
学
芸
員　

石
原 

浩
）

■
展
示
案
内

企
画
展　
松
井
家
の
雛
祭
り

と　
き　
開
催
中
～
３
月
15
日

㈰　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
場
４
時
30
分
ま
で
）

閉
園
日　
毎
週
月
曜　

祝
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日

観
覧
料　
一
般
３
０
０
円

　
　

小
中
学
生
１
５
０
円

問
合
せ　
松
浜
軒
／
松
井
文
庫

☎
33
０
１
７
１

と　き　３月 14 日㈯　午後１時～８時
　　　　15 日㈰　午前 10 時～午後３時
ところ　本町商店街アーケード
内　容
・くまモンカフェ（市内 19 店舗のス

イーツ店が誕生祭限定スイーツなどを
提供。事前にスイーツチケットの購入
が必要です。）

・くまモンからのあ～ん♡（スイーツチ
ケット購入者の中から数人にくまモン
がケーキをあ～んしてくれます。）

・くまモンバースデーライブ（みんな一
緒にくまモン体操で盛り上がろう。）

※この他、さまざまなイベントを用意し
ています。詳しくは市ホームページを
ご覧ください。
スイーツチケット販売　１部 1000 円
　直接販売：八代商工会議所、たまりん

ば（本町商店街内）、八代観光案内
所（八代駅構内）、八代市観光物産
案内所（新八代駅構内）

　ネット販売：
　　http://www.unix-1884.biz/
問合せ　くまモン誕生祭「八代スイー

ツ王国実行委員会」（市商工振興課内）
☎33-8513

新庁舎の建設地を決定

in やつしろ
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